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セッ 」 と 「 検 関 」 の 間 ノ 戦後 日 本 軒 
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いま まで の 機関 誌 は 、 市 民 の 会 の 運動 報告 と いっ た 内 容 の も の だ っ た が 、 今 回 か ら 内 容 一 新 
し て 、「 遠 近 を 抱え て 」 が 非 公 開 と され て し まう よう な 文化 状況 全般 を 視野 に いれ た 編集 を 試 
みた 。 この 間 、「 遠 近 を 抱え て 」 を めぐ っ て は 、 さ ま ざ ま な 角度 か ら の 問題 提 起 や 議論 が な さ 
れ て きた 。 な か で も 、 天 皇 を めぐ る 表現 、 作 品 の 中 の 女性 の メー ド な ど 作 品 に 関わ る 問題 、 美 
術 館 や 文化 行政 の 制度 へ の 批判 は 重要 な も の で ある 。 し か し 、 い まま で の 私 達 の メデ ィ ア で は 、 
それ ら を 私 達 の 運動 と 関連 させ つつ 、 議 論 を さら に 拡げ 、 深め て 行く メデ ィ ア と し て の 機能 を 
十分 に 果たせ て いな か っ た 。 作品 公開 運動 は 、 単 に 「 遠 近 を 抱え て 」 の 公開 だ け を 要求 する 運 
動 で は な いし 、 そ うし た 獲得 目標 は 、 非 現実 的 で も ある 。 むし ろ 、 作 品 の 公開 は 、 そ れ を 加 能 
に する よう な 文化 状況 や 制度 その も の の 変革 を 要求 する も の で も ある 。 そ うし た 意味 で 、 私 達 
は 、 メ ディ ア の 編集 内 容 を 文化 状況 全 肖 に 関わ る 事柄 、 論 省 の 対象 に な る よう な テー マ 、 そ し 
て 「 遠 近 を 抱え て 」 の 公開 間 題 に 直接 関わ る 事柄 と いう : つ の 側面 か ら 構成 する こと に し た s 

冒頭 の 文章 は 、 北 原 恵 さん の フェ ミニ スト ・ ア ー ト の 立場 か ら の 作品 へ の 批評 で ある 。 北原 
さん の 批評 に つい て は 、 賛否 両論 様々 ある と 考え られ る 。 結論 を - つ に まとめ る こと を 導 ぐ こ ご 
と より も 、 和 分 な 議論 を 重ね て いき た い 。 北原 さん の 文吾 に 対す る 意見 や 感想 を 次 号 に 載せ た 


いと 考え て いる 。 多 く の 皆 さん か ら の ご 意見 が 頂け れ ば と 思い ます 。 ま た 、 市 民 の 会 の 定例 ミー 


ティ ング で は 、 表現 の 自由 と 人 検 関 の 問題 、 ポ ル ノ グ ラフ ィ と 表現 の 白 由 の 問題 な ど に つい て 議 
論 を 重ね つつ ある 。 こ うし た 議論 や そこ で の 問題 提起 な ども 今後 の 誌面 に 反映 させ て いき た い c 
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スム 石 年 前 の 1986 年 、 富 山県 立 近代 美術 館 主催 の 展 臨 会 「86 富 山 の 美術 」 に 出品 され 


た 作品 「 避 近 を 抱え て 」 が 、 地 元 県 議会 で 問題 と され 、 作 品 は お ろか 、 図 録 すら 非 公開 に 
され る と いう 事件 が 起こ っ た 。 い わ ゆ る 「 富 山 近 美 事件 」 で ある 。 私 は 、 こ の 事件 と その 
秋 の 運動 の 展開 を 知っ て か ら 、 作 品 非 公開 の 措置 は お か し いと 四 い な が ら も 、 運動 に 対し 
て は ある 種 の 違和感 を 抱き 続け て いた 。 

ン の 「 富 山 近 美 事件 」 は 、 天 皇 制 を めぐ る 表現 へ の 規制 ・ 弾 圧 で あり 、 メ デー を 前 に し 
た 当時 の 天 旦 制 強 化 の 動き と 深く 連動 し て いる こと は 、 言 うま で も な い 事 実 で ある 。 そ し 
て 、 美術館 だ け に と ど ま ら ず 、 較 書館 に 対す る 規 出 に も 発展 し て 、 い わ ゆ る 「 表現 の 目 由 」 
を めぐ る 語 問題 が 深く 問わ れる 事件 と な っ た 。 こ れ ら は 全て 極め て 重要 な 問題 で ある が 、 
ほとん どの 論議 に お いて 抜け 落ち て いた の が 、 フ ェ ミ ニズム の 視点 で ある と 私 は 導 え て い 
ーー 介 守 に 関す る 報道 ・ 現 党 イメ ー ジ の 管理 は いま 日 毎 に 厳し さ を 増し て き て いる 。 
選 篠 宮 の 結婚 に 際 し て 撮ら れ た 「 秋 篠宮 さま の 髪の毛 を 直す 紀子 さき ま 」 な る 写真 は 好ま し 
く な いと し て 宮内 庁 か ら ク レー ム が つい て いた が 、 こ の 担当 の カメ ラマ ン が 先日 解 鶏 され 
た そし て 要 所 と な る 撮影 場所 に つい て は 宮内 庁 が 写真 を 撮影 し て 配布 する 「 お 貸し 下げ ] 
抽 度 が 復活 する と いう 。 戦 後 、 天 皇 は 夫婦 、 あ る い は 家族 単位 で スナ ッ プ 写 真 ふう に 大 量 
に 視覚 化 さ れ て いる 。 そ の 中 の 一 見 民主 的 な 男女 は 、 決 し て 対等 で は な く 、 妙 な 主従 
係 の も と に 廊 か れ て いる 。 す な わ ち 天皇 家 の 視 覚 イ メー ジ の 管理 は 、 同 時 に 女 の 男 に 対す 
る 徹底 し た 服従 イメ ー ジ の 管理 で も ある と 言え る の で ある 。 

「 表 現 の 自由 」 の スロ ー ガ ン は 、 そ の 刃 が 権力 に 対し て 向け られ た 時 に は 美しく 書く が 、 
同時 に 、「 自 由 に 表現 され た 作品 の 中 身 」 に つい て は 、 多 く の 場合 、 不 問 に され が らち で あ 
る 。 すなわち 、 ポ ル ノ フ ラフ ィ や いわ ゆる 「 狼 葵 」 を めぐ る 論議 の 中 で 繰り 返さ れる 「 表 
員 の 自由 か ノ 條 差別 か 」 と いう フェ ミニ スト と 「 家 現 の 自由 」 擁 護 派 と の 対立 が は らむ 問 
訓 で ある 。 私 は 「 富 山 近 美 事件 」 を 考え る 中 で 、 こ れ ら の 問題 に つい て 考え て みた い 。 


L. 女 の 裸 と 天皇 を 一 緒 に 扱う と 何故 「 不 快 』 


> SS 拉 


きき 


た 上浦 作 員 が 問題 と され た の は 、 富山 県 談 会 で の や り と り に 見 られ る よう に 、 天 皇 が 女性 
の 舞 と 同一 の 平面 上 で 扱わ れ た こと に あっ た 。「 天 皇 を 女 の 裸 な ど と いっ し ょ に 扱う の は 
不快 な こと で ある 」 と いう 前 操 は 、 社 会 党 ・ 自 民 旧 議員 、 知 事 、 美術 館 側 の 見 解 に も 共通 

ーー ダー 


し て み ら れ る 。 し か し 、 何 故 、 女 の 裸 と いっ し よ ょ に 扱わ れる と 、「 不 快 」 な こと に な る の 
」 か 。 こ の 「 人 快 」「 不 快 」 を 権力 が 生み 出す メカ ニズム に つい て は 、 小 倉 利 丸 氏 が 「 不 快 と 
いう 棋 楽 天皇 と 性 を めぐ る 権力 言説 に お いて 、 見 事 に 解き あか し て いる 。 そ し て 、 後 
」 は 、「 不 快 」 と いう 言説 が すべ て 「 天 皇 」 に た いす る も の と し て 組み 立て られ て いる こと 
| に 主 目 し 、 操 体 の 女性 ・ 刺 斉 を し た 身体 な ど は 「 も の 」 と し て し か 見 な され て いな いと と 
、 を 指摘 し て いる 。 

| さら に 私 が 注目 し た い の は 、 い み じ く も 藤沢 議員 が 述べ て いる よう に 、 女 性 の 性 器 や 宰 
] 体 は 「 常 識 社 会 に 横行 する 犯罪 の 原点 」 で ある と いう 認識 で ある 。 性 犯罪 に お いて も ほ と 


|] ん どの 場合 、「 常 識 社 会 に 横行 する 犯罪 」 の 加害 者 は 男性 で ある と いう 事実 に ちか か わら 


| ず 、 そ の 犯罪 の 原因 を 女性 に 、 そ し て 女性 の 肉体 に 求め る と いう 、 責任 転嫁 の 構造 を この 


] 発 言 は 浮き 彫り に し て くれ る 。 つ まり 、 強 女 さ れ た 女 の 側が 不当 に も 恥辱 を 感じ 、 非難 さ 
れる 構造 で ある 。 


| と ころ で 、 女 の 肉体 は 単に 不浄 > な も の と し て 見 人 さ れる だ け に と ど ま ら な い 。 女 は 、 
| < 不浄 > な もの で あり 、 か つく 聖 > な る 存在 と し て 位置 付け られ て きた 。 そ れ は 「 怒 婦 ン 

思 な る 母 」「 魔 任 の 女 ノ 汚れ な き 乙 女 」「 イ ヴ (EVA) プ マ リア (AVE) 」 と いう つの 対 

立 す る イメ ー ジ に 女 を 分 断 す る 。 こ の ステ レオ タイ プ は 、 ど ちら も が 男性 中 心 社会 に と っ 

て 都合 の いい よう に 作り 出さ れ た 像 で ある が 、 如 婦 と し て 崇め られ よう と 、 聖 な る 母 と し 

| て 奉 ら れ よ うと も 、 ど ちら に し て も 現実 の 女 に と っ て は 迷 部 な 話 で ある 。 

| 「 遺 近 を 抱え て 」 の 中 で は 、 登 場 する 女 の 性 は 、「 生 命 を 生み 出す 母性 」 で は な く 、「 
犯罪 の 原点 」 と し て の 不浄 な 性 と し て 描か れ て いる 。 天 皇 は 、 自 然 や 命 を 生み 出す 源 と し 
て の 象徴 性 も 担わ され て お り 、 そ れ ゆ え に 、 同 一 平面 に 並べ られ た 聖なる 母性 と し て の 女 
の イメ ー ジ は 、 創 造 の 源 で ある べき 天皇 の 聖 性 を 侵す 可能 性 を 持つ の で ある 。 現実 の 日 本 
で は 、 母 性 は 天皇 制 イ デオ ロ ギ ー に 統合 され 巧み に 利用 され て きた が 、 そ れ は あく まで 天 
澤 を 頂点 と し た ヒエ ラル キ -- に お いて 成り 立つ 構造 で ある 。 天皇 は 母性 と ダブ ら せ て 扱わ 
れる こと は あつ て も 、 決 し て 対置 され る こと は な い 。 そ れ ゆ え こ の 作品 で は 、 両 者 の コン 
トラ スト を は っ つき りさ せる た め に 、 く < 聖 > な る 天皇 に 対し て 、 く 不浄 > で く 俗 > な る 性 と 
し て の 女性 イメ ー ジ が 使わ れ た の で あろ う 。 


.「 天 息 ・ 人 間 ン 女 ・ 非 人間 」 の カテ ゴリ ー 和 っ 
6 AI oo 
さて 次 は 、 天 皇 の 肖像 権 と 人 権 を めぐ る 問題 で ある 。 大 浦 作品 が 問題 と され た 富山 県 議 
会 で の や り と り を 見 て みよ う 。 
、 ここ で 石沢 義文 議員 (自民党) と 藤沢 毅 議 員 ( 当 時 社会 党 ) は 、 次 の よう に この 作品 を 
- 批判 し て いる 。 


「 『 遠 近 を 抱え て 』 は 、 天 皇 隊 下 の 写 真 に 女性 の 裸体 や 人 間 の 内 臓 図 、 骸 衣 な ど を - 
組合 せ た も の で 、 何 と も わけ が 分 か ら ず 不快 感 を 覚え た 。/ ( 略 ) 選考 委員 会 で は 、 写 


真 を 使わ れ た 人 の 肖像 権 の 問題 に つい て 論議 は な か っ た か 。 」 (石沢 議員 発言 、 富 山県 


教育 警務 常任 委員 会 ) “ 
「「 大 浦 作 品 の ] 内 容 は 、 天 皇 隊 下 の 顔 を 主題 に し まし た 女性 の 局部 に ヌー ド 、 骸 
骨 に 加え て 、 肌 の 入れ 黒 告 を 交錯 させ た 、 一 見 素人 に は 不可 解 で あり 、 不 快感 を 与え る 
よう な も の で あり まし た 。 ン / ( 略 ) 問題 は 、 作 品 展示 に 見 られ る 一 人 の 人 間 が 、 女性 の 
局部 と 裸体 に 混同 され た 場合 、 美 術 、 芸 術 の 表現 の 自由 と 人 権 と の 関係 を どの よう に 


認識 し た ら よ い の か 。 」 (藤沢 議員 発言 、 七 月 定例 県 議会 「 代 表 質 問 」) ([ 内 、 
下線 は 引用 者 。 ) 
この や り と り に お いて 「 写 真 を 使わ れ た 人 」 が 天皇 の み を 指し 、「 肖 像 権 」 や 「 人 権 」 


が 天皇 の み の 権 利 を 指し て いる と と は 、 明 ら か で ある 。 小倉 利 丸 氏 の 言う よう に 、 不快 を 
決定 する 側 は 天皇 で ある 。 逆 に 天皇 と 同一 平面 上 扱わ れる の は 「『 不 快 」 だ と いっ て 、 ヌ ー 
ド を 使わ れ た 側 の 女性 の 人 権 を 指す の で は 決し て な い 。 

ここ と で 興味 深い の は 、 こ れ ら の 発音 に お いて 、「 天 皇女 性 」「 人 間 プ 女性 」 の 対置 が 
行なわ れ て いる こと で ある 。「 天 皇 」 と 直接 呼ぶ の が 側 ら れる 場合 は 、「 写 真 を 使わ れ た 
人 」 と いう 妊 曲 の 表現 が 使わ れる が 、 こ の 対 凡 は 「 男 / 女 」 と は な され て いな い 。 一般に 、 
「 女 性 」 に 対す る 対語 は 「 男 性 」 で あり 、「 人 間 」 の 対語 は 「 非 人 間 」 で ある 。 し か し 「 
天皇 」 は 、 そ の 位置 か ら 隆 り て き て も 、「 人 間 」 に あく まで 踏み と ど ま ろ うと する 。 天 皇 
は 、「 女 」 に 対す る 「 男 」 に は 決し て な ら な い 。 す な わ ち 、 こ の 対 筆 は 「 天 皇 ・ 人 間 女 
・ 非 人 間 」 の カテ ゴリ ー 化 と し て 読め る の で ある 。 

これ ら を めぐ っ て は 「 天 皇 に 肖像 権 は ある や 、 な し や 」 の 論議 も 行なわ れ て いる が 、 女 
性 の 「 人 権 」 に 関し て は 一 顧 だ に され て いな い 。 ま た 、 そ れ ら の 論議 の 中 に 、 議 員 た ち に 
共通 する 差別 性 に つい て の 言及 は あっ た だ ろう か 。 こ うし て みる と 、 そ れ ら の 議論 の ひと 
つ に 述べ られ て いた 、「 こ の 問題 の 中 心 は 天皇 に 市 民 的 な 諸 権利 が 適用 され る の か どう か 
に 尽き る 」 と いう 発言 (A 氏 ) は ずい ぶん 的 外れ な 指摘 と 言わ ざる えな い だ ろ う 。 

県 議会 の や り と り に お いて は 、 せ いせ ぜ い 降 格 し て も 「 人 間 」 で あっ て 、「 女 」 に 対す る 
「 男 」 と し て 扱わ れる こと の な か っ た 天皇 で ある が 、 大 浦 作品 の 中 で 、 天 皇 と 女性 は どの 
よう に 描か れ て いる の だ ろう か 。 
連作 十 四 点 の 「 遠近 を 抱え て 」 は 、 幼 年 期 か ら 老人 まで 様々 な 成長 段階 の 天皇 の 比較 的 
よく 知ら れ た 肖像 写真 を モチ ー フ と し て いる 。 木馬 で 遊ぶ 幼児 期 、 馬 に また が っ て 侵略 戦 
_ 委 の 陣頭 指揮 を と る 青年 ・ 中 年 期 、 柔 和 そ うな 笑顔 を 浮か べ る 老人 期 。 中 に は 顔面 半分 が 
無い 作品 も 二 点 含 まれ て いる が 、 全 て に 共通 する の は 、 天 皇 に は 顔 が ある と いう こと 。 そ 
し て 、 首 か ら 下 も 描か れ て いる 場合 に は 、 手 足 を 持ち 、 全 て 着衣 だ と いう こと で ある 。 す 
な わ ち 、 人 格 を 持っ た 「 人 間 」 と し て の 天皇 で ある 。 
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これ に 対し て 、 女 は どの よう に 描か れ て いる か 。 十 四 点 中 、 一 目 で ヌー ド と わか る 女 、 
また は 女性 性 器 が 登場 する の は 、 六 点 。 素 青 の 背 中 や 陰毛 の アッ プ な どの 女 で ある 。 そ し 
て 、 こ れ ら に 共通 する の は 、 全 て 顔 が な い 、 頭 部 が な いこ と 。 そ し て 、 胴 体 部 分 を 中 心 と 
し た トル ソー と し て 描か れ て いる こと で ある 。 つ まり 人 格 の な い モ ノ と し て の 女 で ある 。 
(これ に 対し て 着衣 で 顔 を 持っ た 女性 が 一 点 登場 する が 、 そ れ は 恐らく 皇族 で あろ う 。 ) 


で は 、 天 皇 と 女性 の 描き 方 に 絞っ て 、 も う 少 し 詳し く 見 て みよ う 。 図版 1 で は 、 手 前 左 
に 刺青 を し た 女性 の 裸 の 背 中 部 分 が 描か れ 、 そ の 奥 で 若い 皇 太 子 が シル クハ ッ ト を 脱い で 
挨拶 し て いる 。 図版 2 で は 、 画面 は 上 下 二 つ に 分 けら れ 、 上 半分 に は 首 か ら 太 腺 に か け て 
の 裸 の 女性 が 描か れ て いる 。 そ の 肉体 は 明らか に 性 的 引 只 を 含む 存在 で ある 。 そ し て 人 体 
の 頭蓋 骨 と 解剖 図 を 中 程 の 位置 に 媒介 と し て 置き 、 下 半分 は 、 皇 太子 時 代 に 訪 欧 し た 時 撮 
られ た 記念 写真 で 埋め られ て いる 。 こ れ は 、 大 正 1 0 年 5 月 1 1 日 、 ロ ンド ン の 市 長 公邸 
で 午 畠 に 臨ん だ 時 の も の で あり 、 半 年 に も 及ぶ 訪 欧 の 一 駒 で ある 。 そ し て 図版 1 ・2 と も 、 
天皇 は 社会 性 を 持っ て いる 。 図版 3 で は 、 手 前 た に 天皇 の 顔 の み の ア ッ プ が 置か れ 、 中 心 
部 に は 女性 の 膳 か ら 下 が 描 か れ 、 性 器 と 陰毛 が 視 に な っ て いる 。 図 版 4 は 浮世 絵 や ルネ サ 
ンス 絵画 な ど 様 々 な 要素 が コラ ー ジ ュ さ れ て いる が 、 中 心 部 で 一 番目 立つ の は 、 イ カ の 解 
前 図 で ある 。 こ とこ れ は 明らか に 女性 器 そ の も の を イカ に 模 し て 描い て いる 。 そ し て と の イカ 
( 女性 器 ) の 右 奥 に 老年 期 の 天皇 の 肖像 が ある 。 図版 5 は 、 木 馬 で 遊ぶ 天皇 (明治 3 7 年 
3 才 ) が 前 面 に 描か れ て お り 、 上 部 奥 に は 、 乳 房 か ら 太 朋 ま で の 女性 の ヌー ド が 横たわっ 
て いる 。 図版 1 4 で は 、 真 二 つ に 切ら れ た 天皇 の 顔面 半分 と 、 奥 に 首 か ら 太 服 ま で の 女性 
の 裸体 が 横たわる 。 上 部 に は この シリ ー ズ に 何 度 も 次 を 見 せる 、 ボ ッ テ ィ チェ ルリ 「 ヴ ィ 
ー ナ ス の 誕生 」 の 一 部 で ある 西風 ゼ フ ェ ロス と 妻 フ ロー ラ が 描か れ て いる 。 頭 部 を 持た な 
い ヌ ー ド の 女性 と 頭 部 の み の 天皇 と それ を 祝福 する 一 対 の 風の神 、 と いう 構図 で ある 。 

さて 、 人 格 を 持っ た 天皇 と 顔 を 持た な い ヌ ー ド の 女 は 、 日 本 の 「 男 ノ 女 」 の 象徴 で ある 
と 言え る か も し れ な い 。 す な わ ち この 作品 に お いて 天皇 は 、 前 に も 述べ た よう に 「 不 準 」 
に 対す る 「 聖 」 で あり 、 同 時 に 女性 の 裸体 の 前 に あっ て は 「 女 」 に 対す る 「 男 」 の 位置 を 
否応 な く 取 ら さ れ て いる 。 そ し て この 対置 は 天皇 を さら に 「 人 間 」 の 位置 か ら 引 き 下 げ 、 

「 日 本 人 の 象徴 」 と し て の 性格 を 侵す こと と に な りか ね な い 。 そ うし た 「 不 散 な 」 メ カニ ズ 
ム を この 作品 は 抱え て いる の で ある 。 


と ころ で 天皇 が た と え 「 女 」 に 対す る 「『 男 」 の 位置 を 取っ た と し て も 、 そ も そ も 「 男 ブ 
女 」 の 対置 それ 自体 が 対 等 な 関係 で な いこ と は 確認 し て お く 必 要 が ある だ ろう 。 そ れ は 現 
実 の 男性 優位 の 社会 の 反映 で ある 。 作品 「 遠 近 を 抱え て 」 で は 、 繰 り 返 す が 、 天 旦 は 、 名 


| 前 を 持ち 、 顔 の ある 、 着 衣 の 人 間 と し て 描か れ て いる 。 こ れ に 対し て 、 女 は 、 名 前 も 顔 も 
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な い 、 ト ルソー と し て の ヌー ド と し て 描か れ て いる 。 こ の 「 男 三 着衣 / 女 ニモ メード 」 は 、 
美術 更に お いて も 私 た ちの 日 常 を 取り 巻く 文化 に お いて も 、 頻 繁 に 現われ る 定式 で ある 。 
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深夜 番組 を 見 る まで も な く 、 着 衣 の 男性 が 「 文 化 」 を 語り 、 傍 ら に ヌー ド 同 然 の 女性 が 侍 
ぁ と いう の は よく ある 構図 で ある 。 そ し て この 「 着 衣 ノ ヌー ド 」 は 、 両 者 の 力 関係 を 誰 の 
目 に も 明らか に する 。 上 位 の 者 は 、 力 を 誇示 する 手段 と し て 相手 を 裸 に する 。 そ れ に よっ 
て 奴 款 と 主人 の 関係 が 視 党 的 に もち より は っ きり と する 。 こ れ は 同性 間 で も 起こ りう る し 、 
力 関係 に よっ て は 女性 が 着衣 で 、 男 性 が 操 の 場合 も 起こ りう る 。 し か し 、 一 般 に は 「 女 が 
ヌー ドン ノ 男 が 着衣 」 が 原則 で ある 。 そ し て これ は 、 そ の 社会 に お ける セク シズ ム の 端的 な 
現れ な の で ある 。 


女 と 男 の 性 の 非対称 性 に つい て は 、 言 語 に お いて も 指摘 され て いる が 、 こ こ で は 芸術 関 
係 の 言語 に 絞っ て 例 を 挙げ て みよ う 。 
まず 英語 の 例 か ら 。 こ の 非対称 性 を 見 事 に 物語 る の は 、"OLD NMASTBRS' と その 女性 珍 


る 。 

これ が 昌 本 語 に な る と どう か 。 日 本 語 で は 、 女 性 の 芸術 家 を 呼ぶ と き 、 わ ざわ ざ 「 女 徹 」 
を 頭 に つけ て 呼ぶ こと が 多い 。 そ し て 、 少 し 気取っ て 言う と き に は 、「 開 秀 」 と いう 言葉 
を 使う 。 こ の 「 開 秀 」 と は 、 辞 書 を 引く と 「 学 問 や 葵 術 に 特に すぐ れ た 婦人 」 と ある が 、 
この 「 関 」 の 字 が くせ も の だ 。「 閥 」 と は 、「 宮 中 の 小さ な 門 、 転 じ て 委 人 の 居所 、 あ る 
い は 囲 われ て 暮し て いる 女 」。 そ れ ゆ え 、① 小 門 ② ね や 、 婦 人 の へ や ③⑧ 婦 人 ④ 男 女 
の 情事 か どの 意味 が 出 て くる 。 ち な み に 「 半 色 」 と は 「 夫 に 捨て られ た 婦 人 が 、 ひ と り 
妥 の 寂し さ を 恨み に 思う こと 」 と ある 。 す な わ ち 日 本 語 の 「 開 秀 」 も 、 女 を 性 の 対象 と し 
て の み 扱 う “OLD NISTRESSBS' と 同様 、 実 に 性 差別 的 な 言葉 だ っ た の で ある 。 し か も 「 半 
秀 」 は 準 め 言葉 と し て 使わ れ て いる の で ある 。 
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V. 「 委 府 王 術 の 夜明け 」 は 誰 の た め の 夜 明か 人 還 諾 記 


「 遠近 を 抱え て 」 の 製作 者 、 大 浦 信行 氏 は 、 こ の 作品 の 制作 意図 を に つい て 、「 (あれ 
は ) 自己 と いう も の は 何 か を つき つめ た も の だ 。 天 皇 は 最も 依 微 的 で 、 何 か し ら 日 本 人 の 
アイ デン ティ ティ を 感じ させ る 存在 だ 」 と 語っ た そう だ 。「 自 己 の アイ デン ティ ティ の 建 
長 線 上 に 天皇 が ある 」 と いう 認識 に つい て は 、 さ ま ざ ま な 解釈 が で きる で あろ う 。 し か し 


相 党 イメ ー ジ と し て 現われ た 天皇 は 、 あ くま で 「 男 」 の イメ ー ジ で あっ て 、 女 で ある 私 は 


と れ に 自己 の アイ デン ティ ティ の 延長 を 重ね 合わ せる こと は で き な かい 。 観 念 の 世界 で は 曖 
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昧 模 繝 と し た 「 日 本 人 の 象徴 」 で あり えて も 、 ひ と た び 視 覚 イ メー ジ と し て 表現 され る と 、 
この 矛盾 は 一 上 通 に し て は っ きり と する 。 そ れ が 視覚 イメ ー ジ の お も し ろ さ で あり 、 同 時 に 
恐ろし さ で も ある 。 

そし て 「 遠 近 を 抱え て 」 の 中 の 「 男 名 前 を 持っ た 着衣 の 人 入間 王 天皇 女 三 顔 と 人 格 の 
無い トル ソー と し て の ヌー ド 」 と いう 対置 は 、 現 実 の 反映 で は あっ て も 、 現 実に 対す る 批 
判 で は な い 。 侵 略 戦争 の 陣頭 指揮 を と る 天皇 の 対極 に ある の が 、 裸 に され 顔 を 持た な い ア 
ジア の 女 た ち で ある こと 、 そ し て 女 た ち の 犠牲 の 上 に 天皇 制 が 成り 立っ て いる 現実 へ の 旅 
烈 な 批判 と は 、 こ の 作品 は な っ て いな い 。 安 易 な 構図 と よく ある 引用 で 画面 は 埋め られ て 
いる 。 まさし く 女 の 側 か ら 言 えば 、「 天 皇 な ん か と 一 緒 に 、 道 共に され て 扱わ れ て 不快 だ 


| よ 」 で ある 。 そ し て 、 そ の 「 不 快 」 も 「 快 」 も 観る 人 に 強烈 に 訴え る だ け の 追 カ が 、 残念 
| な が ら 作 品 に は 欠け て いる の で ある 。 


も ちろ ん 作品 を 非 公開 に し 抹殺 し よう と し た 措置 は 不当 で あり 、 あ くま で 作品 公開 を 


、 め る 闘い は 原則 的 に 正しい 。 し か し 、「 表 現 の 自由 」 や 「 知 る 権利 」 だ け を 慎 に と っ て 、 


絵 の 解 釈 や 意味 を 不問 に する こと は 、「 表 現 の 自由 」 に よっ て 抑圧 され て いる 人 々 の 存在 
を 覆い 隠す こと に な り は し な いか 。 例 えば 、「 絵 の 意味 や 解 駅 と は 無関係 に “ 不 散 罪 " と 
* 捕 報 公 開 ” と 闘わ ね ば な ら な いと 確信 する の だ 。 わ た し は 芸術 家 が どの よう な 作品 を 制 
作 し よう が 、 ど う 発 表し よう が 、 わ た し や その 他 の 人 た ち が ど うい う 評 価 や 感想 を も と う 
が 、 す べ て 自由 だ と 確信 する 。」 と いう Y 氏 の 発言 は 、 力 強く 響き 問題 を すっ きり 解決 さ 
せる か の よう で ある 。 し か し 私 は 、 そ こ に 「 表 現 の 自由 」 の 道具 に され た こと の な い 側 の 


人 城 慢 と ノー テン キ さ を 感じ ず に は いら れ な い 。 


さら に 言う な ら ば 、「 快 」「 不 快 」 が 権力 の 側 に よっ て 決定 され た の は 、「 遠 近 を 掲 え 


て 」 に 始ま っ た こと で も な く 、 ま た ナチ ス の 「 疾 廃 壮 術 展 」 に 遡る わけ で も な い 。 我々 は 


芸術 の 「 快 」「 不 快 」 の 決定 を 今 まで も ずっ と 権力 の 側 に 委ね て き は し な か っ た か 。 第 一 
に 、 女 は 常に 男 か ら の 「 快 」 を 基準 と し て 描か れ て きた の だ 。 女 は 、 い つも 「 表 現 の 自由 」 
の 材料 に され 利用 され て きた 。 い つた い 「 ア ー ト は 自由 だ 」 と は 誰 に と っ て の 自由 な の か 。 
そし て 「 地 廃 藤 術 の 夜明け 」 と は 、 誰 に と っ て の 夜明け な の か 。「 夜 明け 」 は 、 特 権 的 な 
「 自由 な アー ト 」 幻 想 と 「 ゲ ー ジ ュ ツ 」 の ヒエ ラル キー その も の を 解体 する 筑 明 と な りえ 
る の か 。 (1991 年 2 月 ) 


(北原 さん は 、 フ ェ ミ ニズム の 
立場 か ら 絵画 の 伝統 的 な 解釈 に 
批判 を 加え る 作業 を し て いる 。 
昨年 間 か れ た 「 美 の 吾 」 展 を 企 
画 ) 
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2 月 24 昌 (日 ) に 、 東京 、 飯田 維 の 東京 都 中 央 学 
政 会 館 で 、「 台 近 を 抱え て 」 非 公開 間 是 に つい て の 集 
会 が 陣 か れ た 。 当 HH は 、 バ ネル ディ スカ ッ シ ョ ン の 展 
式 で 議論 を 進め た 。 パネ ラー は 、 名 右 屋 の 美術 評論 家 
で 『 裸 限 』 と いう ユニ ー ク な 現代 茨 術 の メデ ィ ア に 周 
わっ て いる 三 顕 谷 應 昌 さ ん 、「 大浦 作品 を 鑑賞 する 市 
民 の 会 」 の イデ オロ ー グ 浅見 克彦 さん 、 そ し て デザ イ 
ン 批 評 の 柏木 蘭 さ ん で ある 。 三 人 の 話 は 、 そ れ ぞ れ 目 
分 の 問題 意識 と 美術 へ の 関わ り を ふま えつ つ 、 下 在 の 
日 本 の 現代 甘 術 を めぐ る 状況 と 天 喝 制 に 代表 され る 社 
会 的 な 禁 記 に 対し て 、 ど の よう な 課題 が ある の か を 婦 
えて 行く うえ で 、 幾 つか の ポイ ント に な る 問題 が 提起 
され た 。 ここ で は 、「 翌 告 」 と は いう も の の 、 か な り 


- 私 の 芋 観 を 交え て 、 集 会 の 感想 を 述べ て みた い 。 (も 
つと きち ん と し た 報告 は 、『 新 文化 』 月 日 に 所 


載 さ れ て いる し 、 多 分 大阪 の 『 図 時 館 を 大 える 会 通信 
J』 に 戦 る も の と 期待 し て いる ) 

- 過 頭 谷 さ ん の 語 は 、 目 接 大 器 制 や 「 速 近 を 抱え て 」 
に 関係 し な い が 、 敵 術 館 で こう し た 問題 が 生ずる バッ 
ク グ ラウ ンド を 明らか に する うえ で 貢 下 な 発 i だ っ た 
e 水谷 さん は 、 美 術 が 、 社 会 的 な 文脈 か ら 切 断 さ れ て 
し まう 本 の 状況 の 茜 欧 に は 、 央 術 の 世界 で の 「 作 品 
の 日 立 」 と いう 価値 評価 の 軸 が 存在 する こと を 指 拉 し 
て いた 。 つま り 、 作 家 と 作品 の 閉じ られ た 関係 だ け で 
作品 が 制 作 さ れ 、 語 られ 、 評 価 さ れる と いう つの 「 
方 法 」 が 「 自 立 」 と いう 天下 で 語ら れ て きた こと の よ 
うだ 。 (本 誌 コ ー リ ン さ ん の エッ セイ も 参照 ) だ か ら 
、 作 品 に 社会 的 ・ 政 治 的 モチ ー フ が 込め られ て いる と 
いう こと は 、 作 品 が 自立 せ ず 政治 的 な 上 題 に 依 質 、 従 
属し た も の と され 純 な 「 甘 術 」 と し て の 評価 は 低く 
な る 。 あるいは 、 た と え 、 作 品 に いか な る 社会 的 ・ 政 
治 的 な メッ セー ジ が 込め られ て いた と し て も その こと 
を さ し あ た り 切り 捨て て 純粋 に 「 美術 」 的 な 視点 か ら 
作品 の 評価 を 行う 、 と いう こと で も ある 。 こう し た 、 
考え 方 が 敵 術 館 側 に は 水 だ に 強く 、 例 えば -: 顎 谷 さ ん 
送 が 企画 し た アバ ルト ヘイ ト 友 対 の 術 展 に 、 遇 民 宮 
動 家 を 議 演 者 と し て 呼 こと に 会 場 の 災 術 館 が 反対 する 
と いう こと が 起き て し まう 。 

小史 さん は 、 大 旦 制 の 袋 避 を 支え る 仕掛 け を 「 視 党 
支配 」 と いう キー ワー ド で 論じ た 。 大 還 購 が 、 単 な る 
政治 的 な 凛 配 の 疲 潰 だ と いう の で は な く 、 (も ちろ ん 
そう で は ある が ) それ を 只 体 的 に 民衆 の な か に 埋め 込 
お や り 方 に 注目 する 。 従来 弄 の な だ 翼 に よる 「 天 旧 出 = 
上 か ら の 押し つけ 」 と いう より も 、 人 ん 々 に 共同 の 行動 
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「 層 近 を 拘 え て 」 非 公開 間 題 ・ 東 京 集会 報告 
を 半ば 流 訓 的 ・ 半 ば 日 動 和 的 に 取ら せ て 行く 「 回 調 行動 
」 と 、 そ の た め の 様 々 な 吊 度 に 大 品 側 を 凛 え る 構造 を 
見 よう と する 。 それ は 、 マ ス メ デ ィ ア が 与え る 画 一 的 
な 天 旦 像 や 代 振 わり の 供 礼 、 国 体 な どの イベ ント で の 
天 呈 や 呈 府 の 儀礼 で あっ た り 、 メ ディ ア を 通じ て くり 
か え し 視覚 的 に な えら れる 天 提 の イメ ー ジ や 「 晶 本文 
化 」 に つい て の ステ レオ タイ プ な 俗説 で あっ た りす る 
5 「 選 近 を 抱え て 」 を 忌避 する 敵 術 館 や 行政 の 在り 方 
は 、 天 旦 に つい て の ステ レオ タイ プ な イメ ー ジ か ら の 
逸脱 、 つ まり 視 荒 蘭 配 の コー ド か らち 逸脱 し た 大 呈 の 図 
像 処理 が いか に 「『「 人 芋 避 」 で ある か を 示し た も の と 言え 
る 。 浅 兄 さん は 、 共 術 館 で の 作品 の 公開 と いう 層 動 で 
は 決定 的 に 不 上 分 だ と いう こと を 強調 する 。 そ し て 、 
回 詩 的 な 行動 を 朋 求 する 社会 か ら の 逸脱 の 試み こそ が 
必要 だ と いう こと を 提起 し た 。 

柏木 さん の 話 は 、 私 達 の 過去 の 記 税 が 、 い か に 拘 作 
され た も の で ある か と いう こと を 大 時 に つい て の イメ 
ー ジ の 変遷 に 関わ っ て 話し て くれ た 。 戦 貢 の 昭和 天 
は 1 上 役 を 痛 た 人 で あり 、 日 本 の 政治 拘 な 指導 者 で あ 
る と [ 計 に 「 現 人 神 」 で も ある と いう イメ ー ジ が つく 
られ て いた 。 と ころ が 改 職 後 、 天 理 や 天 昌 家 は 政治 的 
な 権力 着 と し て の イメ ー ジ を 惑 図 的 に 了 項 し 、 あ た か 
も 戦後 的 な 「 家 族 」 の モデ ル で ある か の よう に 振る 銘 
つて きた 。 この 鮮やか な 転 妨 の な か で 、 実 は 多く の 日 
本 人 も また 、 上 自ら の 記入 を 塗り 替え 、 戦 外 上 任 も あい 
まい に で きた の で ある 。 ff に と 甘 答 子 の 次 愛 と 結婚 、 
家庭 の 作り 方 は 、 マ ス メ デ ィ ア を 人 尋 介 と し て 加代 の 
人 ん の ライ フス タイ ル と 「 記 税 」 の 物 療 し と な っ て き 
た と も 語 え る 。 柏木 さん は 、 こ う し た 「 記 穫 の 支配 」 
に 大 避 軸 の 重 愛 な 機能 の 面 が ある こと を 指 摘 し た 。 

「 遠 提 を 抱え て 」 問 明 が 起き て 5 年 に な る 。 作品 の 
公開 運動 は 今後 も 遇 要 な 課 上 で あり 続け る が 、 私 の 
えと し て は 、 公開 運動 と いう の は 、 作 力 に よっ て 引き 
人 算 さ れ た も の を 元 に 記す と いう 以上 上 の も の で は な い 。 
私 達 が 環境 (状況 ) に 柄 極 的 に 何 か を 付け 用 える と い 
う 喜 味 で の 信 造 的 な 試み と は 必ず し も 言え な い 。 し か 
し 、 現 代 基 術 が 制度 化 さ れ 、 資本 や 政治 家 に よっ て 投 
資 と 見 楽 の 対象 と し て 細い 込ま れ 、 視覚 支配 と 記 培 支 
本 の な か で 天 呈 の 付 忌 が 再生 産 さ れ て いる と き 、 公開 
運動 は 私 達 な り の と ころ か ら の 「 足 し 算 」 的 な 動き と 
な っ て いか な けれ ば な ら な いと 思う し 、 そ れ が で き な 
けれ ば 「 避 近 を 抱え て 」 も 公開 され る 状況 は 生み だ せ 
な い だ ろ う 。 (小倉 ) 


で メド 5 で - 


東京 に 続い て 、3 月 2 4 日 に は 大 阪 の 図書 館 を える 
会 王 錠 で 宮山 問題 を え る 集会 が 開か れ た 。 東京 回 様 
、 バ パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン 肛 式 で 集会 が 進め られ た 。 
バネ ラー は 、 東京 か ら ダ クラ ス ・ ラ ミス さん 。 か れ は 

『 ラ ディ カル な 上 本 [ 品 導 法 』 と か 『 イ デオ ロ ギ ー と 
し て の 英会話 』 な ど [| 本 に お ける アメ リカ ニズム や 保 
補 王 業 へ の 批判 と 較 計 に 、 最 近 は 大 喘 講 に つい て も 作 
党 し て いる 。 も う … 人 は 、 図 書館 を 考え る 会 の メン バ 
ー の 室伏 修司 さん 。 そし て 、「 市 民 の 会 」 の 浅見 さん 
。 大 阪 集会 で は 、 天 *H 全 を めぐ っ て 様々 な 問 二 が 出さ 
れ 、 一 つ に まとめ る こと は な か な か 上 難し い 内 容 に な っ 

ダク ラス ・ ラ ミス さん は 、 天 品 倒 に つい て 「 胡 早 の 
崩 由 が な い 」 と 言う ジャ ー ナ リス ト の ,i い 訳 を 蔵 し く 
批判 し た 。 彼 は 、「 表現 の FE 山 が な い 」 と いう こと は 
、 タ ブー に 租 れ る 表現 を する こと に よっ て 投獄 され た 
り 、 抹 殺さ れ た りす る 国 で の こと で あり 、 そ うし た 上 
が 第 三世 界 に は た くさ ん あり 、 多 く の 人 ん 々 が 命 け で 
闘っ て いる と いう こと を 指摘 し た うえ で 、1 | 本 で は 、 
天 呈 に つい て 批判 し た と し て も その こと に よっ て 公然 
と 殺さ れ た りす る 大 険 作 は 極め て 少な い は ず だ 、 と 指 
摘 し た 。 その 上 で 、 避 体 的 な マス メデ ィ ア の 大 上品 タブ 
ー 有 識 に つい て ラミ ス さ ん の 経験 に 則 し て 語っ て くれ 
た 。 と くに 、 張 目 新聞 が 長崎 本 詞 市 展 銃 了 事 作 の 後 で 
ラミ ス さ ん に 行っ た イン タビ ュー で 、 彼 が 「 天 時 制 の 
国民 に 対す る 殿 力 が 明らか に な っ た 件 で ある 。 銃 員 
に つい て は 天水 個 人 に も 上 任 が あり 、 事 件 に つい て 何 
も 発言 し て いな いと いう こと に つい て 上 吉 任 が ある 」 と 
述べ た の を 改 宙 され た 経験 を 語っ た 。 そ し て 、 大 叶 制 
を 和宏 いも の だ と 言う の は 権力 側 の 思う 電 で あり 、 む し 
ろ 「 ダ サ い 」 と か と 店 い 続け る こと が 必要 」、 タ ブー 
は 、 タ ブー を 破る と いう 行為 に よっ て し か 箇 く すこ と 
は で き な い 、 と 語っ つた 。 

容 供 さん は 、 ハ ン セ ン 民 病 へ の 送 別 と 大 呈 の 関わ り 
に つい て 、 自 中 の 経験 を 踏ま えて 語っ た 。 戦 曽 、 ラ イ 
病 が 日 本 に 存在 する こと が 国際 的 な 恥 辱 で ある と か 、 
朝鮮 人 が [| 本 に ライ 病 を も っ て くる な ど と いう [L-I 央 で 
、 ラ イ 予 防 法 が 制定 され て 、 感 者 の 強制 収容 が 行わ れ 
た が 、 識 後に な る と 大 旦 の 名 で ハン セン 氏 病 の 予防 や 
治 狂 な ど が アジ ア へ と げ られ た 。 また 、1987 年 
まで 9 3 回 も 里 族 が ハン セン 氏 病 の 施設 を 訪れ 、 大 晃 
は 病 吉 を 憐 れ む 歌 な ども うた っ て いる 。 こ うし た 時 族 


ら の 「 仁 半 」 に よっ て 陸 蛍 者 は 天 呈 に 敬愛 を 抱く 仕組 
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が 人 人生 の 中 で - 番 嬉し か っ た の は 、 自治 体 の 紅 活 で 閑 
還 娘 社 へ 行っ た を こと だ 、 と いう 話 を 紹介 し た 。 室伏 さ 
ん は 、 大 員 財 が 温情 正 全 に よっ て 、 社 会 的 に 涙 別 され 
て いる 人 ん と 惑 図 的 に 「 関 係 」 を 結ぶ こと に よっ て 、 
社会 の 中 の 「 紛 い 蝶 」 を 失 完 する 機能 を 果たす と いう 
こと を 放 い た か っ た の で は な いか と 思っ た 。 こ うし た 
大 呈 仙 の 温情 直人 業 は 、 ハンセン 氏 病 の 志 導 さん や 被 恋 
史学 沙 の お ば あちゃ ん の 話 に 限ら ちら ず 、 多 か れ 少 な か れ 
大 多数 の 「 日 本 人 」 の 疫 識 を も 支配 し て いる の で は な 
いか 。 大 呈 が 単純 に 冷酷 な 権力 音 と いう 和 貌 を 胡 に 出 
さ ず 、 お むしろ 「 社 会 的 層 者 」 の 精神 的 な 丸 えと し て 機 
人 能 す る こと に よっ て ーー こう し た 関係 が ある か ら こ そ 
被 差別 導 は 「 細 者 」 と し て 位置 づけ られ 、 抵 抗 する こ 
と を 位 化 され る 一 一 実は 人 力 の 構造 を え て いる 。 名 
内 な 権力 首 を 打倒 する より テク が いる 話 だ 。 
小 見 さん の 話 の 中 で 、 東 京 の 報告 と ダブ ら な い 部 分 
に つい て だ け 計 いて お く 。 と くに 、 大 阪 で は 浅見 さん 
は 、 バ ロディ の 可能 柱 を 強調 し た よう に 思う 。 彼 日 征 
の 大 上品 パロ ディ 作品 を 見 せな が ら 、 視 営 支配 へ の 私 達 
の 側 か ら の 策 極 的 な 解体 行為 が 必要 で あり 、 昌 営 世 界 
全体 の 表現 の 抑圧 に 対 了 し て 行く こと 、 昌 常世 界 に 半 
か れ て 行く こと が 必要 で あり 、 甘 術 館 の 内 部 に だ け こ 
だ わる よう な 動 で は ダメ だ と 「 市 民 の 会 」 の 小 公 一 
派 批 判 と 受け 止め られ る 欧 語 を し た 。 また 、 対 論 の 中 
で 、「『 遠 近 を 抱え て 」 に 有川 い られ て いる ヌー ド な 中 に 
つい て の 所 判 が 北原 さん か ら 出 され た 。 この 点 に つい 
て は 本 誌 の 彼女 の 文 剖 を 読ん で くだ さい 。 この 上 雇 も 今 
後継 続 的 に 議論 し た い 問 避 だ 。 また 、 敢 録 バ ラバ ラ 太 
判 で 、 被 告 の 右翼 に つい て 、「『 代 罪 の 王 張 を し て みた 
ら .」 と いう 提案 も あっ た 。 

ラミ ス さ ん の タブ ー は タブ ー を 破る こと で し か な く 
な ら な いと いう 発言 と 共に 、 浅 兄さん の 問 豆 提 皿 は 今 
後 の 私 達 の 活動 の 方 向 を 探る 正 迷 な 考 措 か り と な る だ 
ろう (な ん て 文 切り 型 な 言い 回 し な ん だ ろう ) 。 空 人 
さん の 話 は 、 東 京 集会 で の 棚 木 さん の 話 と も 軸 な りつ 
つ 天 上 個 が 作り 出す 「 平 邊 」「 半 し み 」「 伺 し さ 」 な 
どの イメ ー ジ の 炭 偽 を どの よう に し て 説 和信) を も つて 
批判 し て 行く か と いう 問題 と し て 、 と り わ け 保 評 交 な 
営 山 の よ うな 上 上 地 で の 動 で は -- つ の 大 き な 課室 に な 
る と 思う 。 (小食 ) 9 


狂 「 足 ] を 見 て 、 僕 の 娘 が 「 で っ か い 


な に 問 X そ 

を ン 。 

の た を 人 き は 長 匠 だ ね ー、 ス ッ ゴ イネ ー」 と 
て 1 し 
や 


で を 


(EK な いと 誰 が いえ よう か 。 
3 9 大 清信 行 さん の 「 吉 近 を 抱え て 」 
SS C は 、 こ と うし た 「 メ チャ クチ ャ 」 の 度合 
に お いて は 、 僕 に と っ て は まだ まだ 不 十 分 に 思え る 作品 だ 。 し か し 、 そ の 
や や お と な し い 「 メ チャ クチ ャ 」 さえ 、 押 し 通せ な い 

幸 ま 近代 美術 館 」 と は 何 な の 
そ ち ぁ か 。 え た い の 知れ な い 「 常 識 」 
信 な る も の に よっ て 、 あ る 作品 
が アー ト と し て の 命 を 絶た れ 
る こと を 許し て し まう ミュ ー ジ アム 
と は 何 な の か 。 

詳 「 剖 近 を 抱え て 」 を 「 お 歳入 り 」 に する こと は 、 モ ダン ・ ア ー ト 
の 形式 破 壌 や 「 メ チャ クチ ャ 」 に アッ カン ペー を する こと に 他 な 
ら な いで は な いか 。 どう し て ラウ シェ ンバーグ は よく て 、 大 疹 
作 唱 は ダメ な の か 。 「 非 会 開 」 事 件 以降 も 、 現 代 芸 術 の 精神 な ど 


な に だ は:27 ム wu 


ee 税 映 
SN EE いい 


し 
ンプ 


と 嘘 ぶ いて いる 美術 館 の いい か げん さ に は 、 ヘ ド 
が で る 。 
[ 放 県 民 の 多く が 「 感 心 」 し な い (事実 か ど うか は 


論 | 定 か で な い ) 作品 は 、 展 示し な いと いう の な ら 、 
ン ュ ピッ ター ス だ っ て 、 マ グリ ッ ト だ っ て 、 当然 デュ 


シャ ン だ っ て 、「 お 蔵 入 り 」 に な る だ ろう 。 い ま の ととろ 、 そ れ ら の 作品 に つい て 、 
A 県 良 に 不快 感 を 手 え た 」 と か 「 非 常識 だ 」 と か いう 人 非難 は 、 表 向 
3 き は 生じ て いな いか ら 、 一 応 、 美 術 館 は 存在 で き て いる 。 し か し 、 
ん ょ いう こと は 、 富 山県 立 美 術 館 の モダ ン ・ ア ー ト た ち は 、「 常 識 人 」 
3 守 へ っ が 見 拓 し て いる 限り に お いて 、 そ の 「 お 情け 」 で 生き 延び て いる 
4 SEN | 2 て に な る で は な いか 。 

の AS 2 2 たよ W 介 呈 症 の 和 生 に は 、「 生 | 科す る 信和 
クー 全 エン 役 (] し ば な ら な い 、 美術館 の 制度 的 宿命 の 問題 も 、 浴 ん で いる 。 非 革 
術 に 対し て 芸 


箱 な る 価 倍 を 囲い 込む 時 間 と 空間 は 、 芸 術 に 基 共 は な いと する アー ト の 
ふる まい と 、 本 来 的 に 緊張 関係 を も っ て いる の だ 。 アザ サミ で “と を た う 


ーー 「 現 代 美術 の 流れ 世界 」 展 の 感想 も サー ヴィ ス し ちゃ う ! 三 


ーー の 


練 現代 美術 と いう くら い だ か ら 、 展 示 は 、 
いわ ば 「 メ チャ クチ ャ 」 で ある 。 僕 の 大 好き ぁ ヵ 
マグリット の 「 足 」 (真理 の 器 だ っ た か 底 
だ っ た か ) 、 そ いで も っ て 神様 デュ シャ ン 
の 「 玉 手 針 」、 イ ヴ ・ タ ン ギ ー の 「 小 骨 ー 
の 群 」、 マン ・ レ イ の 「 メ トロ ノー ム 」。 
数 々 の ダグ ダ 、 シ ュー ルレ アリ スム 系 の 作 品 群 は 、 
僕 に と っ て は 快 感 そ の も の だ 。 | 
他 そ の 「 メ チャ クチ ャ 」 さ を 見 て 、 小 学生 の 子供 を 放 
連れ た 親 が 言葉 に つま る の は 、 ま あぁ 、 無 理 も な い 。 
も と も と 、 モ ダン ・ ア ー ト に は 、 既 成 の 芸術 
に 対す る 形式 友 壌 と いう モチ ー フ が ある か ら 、 
「 学 校 の 美術 」 の 延長 上 に アート を 見 た 和信 に 
と っ て 、 そ れ は 「 メ チャ クチ ャ 」 以外 の 何 も の で も な い だ ろう 。 


ァ 


8 と み 1 3 
ズ で て て め 2 ズ 〆 ダ グイ ク 関 
る 23 
人 必 し か し 、 僕 は 、 あ る 意味 で 、「 人 を 食っ た 」 よ うな 「 芸 術 」 
へ の 挑戦 が 、 性 に あっ て いる 。 「 こ れこ そ 最 高 の . . . 
と や られ る と 、「 そ れ は あん た の 基準 で し ょ 」 と や り 
返し た く な る 。 「 便 器 」 だ っ て 、「 足 」 だ っ て 、 「 メ 
トロ ノー ム 」 だ っ て 「 芸 術 」 な ん だ ぞ 、 と いう 「 オ ド 
シ 」 に は 、 ワ クワ ク す る 自由 の 感覚 を 覚え な いわ け に 
は いか な い 。 


な りえ な い 。 だ か ら 僕 は 、 ど こと か の 議員 さん の いう よう に だ 、 県 立 美術 館 の 展示 人 は 


県 民 に 「 ゎ わ かりに くい 」 か ら 問 題 だ 、 な ど と は まっ た く 思 わな い 。 
装 術 が 一 枚 震 で な い 以 上 、 あ る 作品 が . 典 締 


で ある 。 恐 らく は 、 ど こ か の 議員 さん が 口 を へ の 宇 に 曲げ る で あろ う 、 マ グリ ッ ト の 


まず , 事実 経過 か ら 。 

「 ラ ッ プ ・ ミ ュー ジッ ク に , 犯罪 記録 が つ 
いた 。 5 月 6 日 に , フロ リ ダ 州 フォ ー ト ・ ラ ウ 
ダー デー ル 連 邦 地区 裁判 所 の ホセ ・ ゴ ン ザ レ 
ス 判 事 は , マイ アミ を 根拠 地 に する ラッ プ ・ 
グル ー プ , 2 (トゥ ー) ラ イヴ ・ ク ルー の 『 ア 
ズ ・ ナ ステ ィ ・ ア ズ ・ ゼ イ ・ ウ ォ ナ ・ ビ ー』 
を , 自身 の 管轄 下 の 三 つの 翔 内 で は ワイ セツ 
物 と みな す と いう 判決 を 下 し た 。 こ の アル バ 
ム は , 史上 初 の , 連邦 裁判 所 に よっ て ワイ セ 
ツ と 判断 され た 録音 物 と か っ た 。 判 決 後 数 日 
の うち に , この アル バム を 売り つづ けた レコ 
ー ド 店 の 店 主 が 層 捕 され た 。 ま た , グル ー プ 
の メン バー 二 人 が , 成人 の み の 観 客 の まえ で 
この アル バム の 曲 を 演奏 し た と いう 理由 で , 
示 捕 され た 。」 (『 ニ ュー ヨー ク ・ タ イム ズ 』 
1990 年 6 月 17 日 ) 

棚 捕 され た メン バー の うち の 一 人 は , ルー 
ク ・ ス カイ ウォ ー カ ー(!)) こ と ルー サー・ キ 
ャ ン ベ ル と いう , 2 ライ ヴ ・ ク ルー の リー ダ 
ー 兼 プロ デュ ー サ ー 兼 レコ ー ド ・ レ ー ベ ル ・ 
オウ ナー だ っ た 。 


ラッ プ は , この 十 年 ほど の あい だ に 大 きく 
発展 を と げた , アメ リカ 黒人 の ダン ス 音 楽 だ 。 
1970 年 代 後 半 に ニュ ー ヨ ー ク の 黒人 街 の クラ 
ブ や パー ティ , ある い は 街頭 な ど で , ディ ス 
クジ ョ ッ キ ー が 発展 させ た ライ ム ( 脚 韻 ) を 
踏ん だ し ゃ べり が , いつ し か そう 呼ば れる よ 
うに な っ た 。 し ゃ べり の 伴奏 に は レコ ー ド か 
ら の 音 の コラ ー ジ ュ な ど が 使わ れ , ブレ イク 
・ ダ ンス と 呼ば れる 軽 業 の めい た ダン ス や , ヒ 
ッ プ ・ ホ ッ プ と 呼ば れる 独自 の サブ カル チュ 


ア と セッ ト で , アメ リカ 各地 へ 飛び 火 し た 。 
また , 1950 年 代 の ロッ クン ・ ロ ー ル と 同じ く , 
白人 の ティ ー ン エイ ジャ ー に も 支持 され る よ 
うに な っ た 。 


さて , 送 捕 事件 の あと , 地方 の 行政 機関 に 
よる コン サー ト の 中 頑 命令 や 保守 派 市 民 の 反 
対 デ モ な ど , 2 ライ ヴ ・ ク ルー へ の 風当たり 
は 強く な っ た が , 新 腕 の 事業 家 で も ある キャ 
ン ベ ル は , この 事件 で 得 た パブ リ シ テ イィ を フ 
ル に 利用 し て 反攻 し た 。 

CWA (アメ リカ を 愛 う る 女 た ち ) や PM 
RC (音楽 に 関す る 親 た ちの 資源 セン ター) 
な ど , 2 ライ ヴ ・ ク ルー の 准 楽 の 規制 を 求め 
る 側 は , その な か に は 「 ワ イセ ッ ツ 語 」 が 池 沙 
し て いる だ け で な く , 「 売 女 (ho=whore)」 の 
よう な 女 作 茂 視 の こと ば や , 近親 相姦 , 暴力 
的 な セッ クス へ の 言及 も 見 られ る と し て 人 克 難 
し た 。 こ うし た 音楽 は , 聞く 人 を 不 快 に させ , 
道徳 感情 を 傷つけ る 。 ま た , 十 代 の 妊娠 や 暴 
力 犯罪 な どの 社会 問題 の 原因 に も な る と いう 
わけ だ 。 

キャ ン ベ ル は , お も に ., 合衆国 憲法 修正 第 
一 条 , つま り 「 表 現 の 自由 」 を 盾 に 反撃 し た 。 
「 ワ イセ ツ 」 な 二 枚 組 『 ナ ステ ィ …』 か ら 物 
赤 を か も す 部 分 を 抜い た 「 清 潔 」 な アル バム 
を 作り , 成人 向き ・ 非 成人 向き の 二 種類 の 音 
楽 と ショ ー を 用 意 し て いる の だ か ら , 成人 に 
は 成人 向き の も の を 選択 し て 亭 受 する 権利 が 
ある , と 主張 し た の も , その セン に そっ て い 
る 。 も っ と パン チ の 効い た キャ ン ペ ー ン が , 
新曲 と ヴィ デオ , 新 ア ル バ ム を 使っ て 行なわ 
れ た 。 反撃 の 中 心 と な っ た 新曲 は , ブル ー ス 


PruwieteNewyORewoRQRCNYRNNMROXGNONANGN な NRNNSRSNANSRNSMNNNG9S や 000OXKPOAHoaaaaeeareeeaaan 


.・ ス プリ ング ステ ィ ー ン の 大 ヒッ ト 曲 を 下敷 


| さき に し た 「 ア メリ カ で 発禁 に され ちまっ た 


(Banned in the 0.8.4.)」 で , そこ で は , 星 
条 旗 や 公民 権 運動 の シン ボリ ズム と リン ク き さ 
せ て , 表現 の 自由 が アビ ー ル され た 。 

結局 , 『 ナ ステ ィ …』 も 「 ア メリ カ で …」 
も よく 売れ , キャ ン ベ ル は すでに 大 きか っ た 
資産 を さら に 増やし た 。 ま た , 棚 捕 事件 に つ 
いて も , 無罪 の 判決 を 勝ち と っ た 。 


この 2 ライ ヴ ・ ク ルー 事件 は , じつは 晴天 
の へ きれ き で は な く , アメ リカ で の 「 有 害 ( 
と くに 子ども に ) な ポピュラー 音楽 」 を めぐ 
る PMRC な どの 保守 派 と , 音楽 業界 , ミュ 
ー ジ シャ ン の 十 年 戦争 の 最新 の 一 幕 な の だ 。 
そう し た 歴史 や , この 事件 に 絡む 多彩 な 問 
題 の 掘り さげ は , 紙 幅 の 都合 も あり 別 の 機会 
に ゆず っ て , 以下 に は , 議論 の きっかけ に な 
り そ う な こと を 数 点 並 べ る だ け に し た い 。 
(1)「 ワ イセ ツ ・ ラ ッ プ 」 に は , 「 表 現 の 自 
由 を 守れ 」 と いう だ け で は 済ま な い 部 分 が あ 
る 。 性 差別 表現 や 同性 愛 者 の 蔵 称 (そし て ラ 
ッ プ に し ば し ば み ら れ る 男性 優位 主義 一 般 ) 
に つい て は , 女性 団体 や ゲ が イプ レス ビア ン 団 
体 だ け で な く , 女性 ラッ パー (た と えば サル 
ト ・ ア ンド ・ ペ ッ パ ) か ら も 批判 が 出 て いる 。 
20 し か し , 2 ライ ヴ ・ ク ルー の 音楽 が , 非 
ミド ルク ラス の 黒人 の 文化 の ,. か な り ス トレ 
ー ト な 反映 な の も た し か だ 。 彼ら の 「 ワ イセ 
ツ 語 の 池 沙 」 の 背 胡 に は , ブル ー ス 以来 の 長 
い 伝統 が あり , 「 コ ミュ ニテ ィ 黒 人 」 の 多く 
に と っ て , それ は さほど ショ ッ キ ング で は な 
く , けっ こう 楽し め る も の だ 。 と すれ ば , キ 
ャ ン ベ ル が , 自分 た ち へ の 非難 を 人 種 主義 の 
表れ だ と いう の も , 理解 で き な く は な い 。 


(8) 基本 的 に は , 文化 の 問題 は , 国家 レベ ル 
の 法 的 規 信 で は な く , 社会 運動 と 文化 運動 の 
レベ ル で 解決 され て ゆく べき だ と 思う 。 た と 
えば , 女性 ラッ パー が マッ チョ な 男性 ラッ パ 
ー と 張り あい , カッ ココ 良さ ( 美 ) に 衰 う ちさ 
れ た , 反 セ クシ スト の 発言 を し て ゆく と いっ 
た こと が (いま 起り か け て いる よう な 気 が す 
る の だ けど 思い 入れ 過剰 か も し れ な い ) , 理 
想 的 だ 。 

(④⑳ し か し , 大 き な 「 被 害 」 を 被る マイ ノリ 
ティ が , 圧倒 的 に 弱い 立場 に いる と き , そう 
し た 「 自 然 な 」 や り と り の プロ セス だ け に 頼 
っ て いて いい の か 。 

(5) メ ディ ア ・ テ クノ ロジ ー の 発送 の お か げ 
で , 音楽 は 社会 生活 の どこ へ で も 混和 逃す る 。 
文化 多元 主義 を 前 提 に する な ら , イス ラム 教 
徒 に 豚肉 を 避け うる 環境 を 保証 する の と 同種 
の 配慮 を 受け る 権利 は , キリ スト 教 原理 主義 


者 に は な い の か 。 8 
[1991.4.7 三浦 容 介 記 ] 
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コリ ン ・ コ バ ヤ シ 


" 癌 山 問題 " が 起き て 、 か れこ れ 五 年 の 歳 月 が 流れ よう と し て いる 。 そ し て 事 郊 は 何 の 
進展 も な い 。 何故 な の か ? 

戦後 この 様 に 美術 作品 が 封印 され た こと は 、 厳 客 に 言え ば 初め て で は な い 。 二 度目 の こ 
と で ある 。 初め の パー ジ と は 「 了 戦争 画 」 で ある 。 そ の こと は 菊 箇 茂 久 馬 氏 の 著作 「 天 皇 の 
美術 」 に 詳し く 論 じ ら れ て ある 。 こ の 本 を 読む と 、 戦 争 画 の 封印 が 日 本 の 近代 美術 の 流れ 
を 知る 上 で 、 ど の 様 な プラ ッ ク ・ ホ ー ル と な っ て いる の か が 解っ て くる し 、 富山 問 題 と 戦 
争 画 問 題 は 無線 で な い ど ころ か 、 同 じ し 文 月 上 に ある の が みえ て くる は ず だ 。 

理数 十 点 の 戦争 画 が 国立 近代 美術 館 に 封印 きれ た まま に な っ て いる と いう 。「 了 戦争 画 」 
と は 紡 れ も な い 「 天 皇 の た め の 美 術 」 で ある 。 大 浦 氏 の 作品 は 天皇 の 肖像 を 媒介 と し た 自 
山 な (必ず し も 天 旦 符 美 や 反 天 皇 を 語っ た も の で は な く 、 様 々 な な 解 羽 が 可能 で ある と いう 
点 で ) 表現 で ある の に 比べ 、 戦争 画 は 言う まで も な な く 確 固 と し た 目的 を 持っ て いる 。 し か 
し 、 そ れ ら が 極め て 同類 の 行政 上 の 理由 で 、 封印 され た 状態 に な っ て いる こと は 、 事 の 本 
質 が 極め て 類 伯 し て いる こと を 意味 する だ ろう 。 大 浦 氏 の 作品 が 「 二 十 世紀 後半 の 美術 の 
流れ を 探る 美術 資料 の つと し て 保管 する 」 と いう こと と 、 戦争 画 が 「 府 画 資 料 と し て の 
位置づけ が で き て か ら 公 開 す る 」 と いう の と は 。 ほぼ 同一 の こと を 言っ て いる の で あり 、 
日 本 の 行政 胡 カ が 彼 等 の 欲す る 管理 体制 か ら は み で た 美術 は 「 羨 術 表現 」 と し て で は な く 、 
「 資 料 」 と し か 見 さ ず 、 そ れ を な お か つ 装 印 し て し まう こと を 意味 し て いる 。 こ の 場合 、 
現代 日 本 の 仙 理 人 側 か ら は み 出 し て し まう 剛 特 と は 、 ま ず 何より も 天 軸 国家 を 正 面 から 
拉 ち えて 放さ 婦 い 美術 に 他 婦 ら な い 。 日 本 の 近代 美術 は 、 あ くま で も この 振 を 出 女 いか ぎ 
り に お 人 人 生ま 
え 、 わ た し は 、 戦争 画 の 問 着 が 二 外 に お か れ て 、 富山 問 題 の み が 解 決 を 見 る こと は 、 世 ら 
くり 符 な NN 

「 職 争 画 」 の 問題 は 、 わ た し た ち 葵 術 に 関わ る すべ て の 日 本 人 に と っ て 、 明らか に 、 近 
代 日 本 を 演 え る 上 で の 設 も 重い アポ リア で あり 、 こ の 神話 を 解 休 し 女 い か ぎり 、 わ た し た 
ちの 本 当 の 表現 の 問題 は 需 の 中 に の み 込 まれ た まま で ある 。 了 湿 後 、 わ た し た ち は 「 表 現 の 
自由 」 を 充分 学 受 し て き て 、 急 に 大 浦 事 件 が 発生 し た 訳 で は な いこ と を 、 わ た し た ち 自 身 
が 肝 に 銘じ て 認識 し 記す 必要 が ある だ ろう 。「 こ の 日 本 の 美術 文化 の も っ と も 深い 暗 底部 
に 校 む “ 天 旦 制 思 皿 " に 対す る 美意識 に 触れ な けれ ば 、 日 本 の 美術 を 斎 で 支え る 権力 的 女 
磁気 の 誌 を 解 月 する こと は 不可 能 で ある 」( 菊 加 ) に 達 いな い 。 

「 表 現 の 自由 」 の 問題 は むろ ん 天 申 制 国家 を めぐ る 表現 の み に か か わっ た こと で は な い 。 
ドイ ツ ・ ナ チ ス 時 代 の 誰 も が 指摘 し 得る あの 時 代 の 芸術 へ の 弾圧 や 、 赤 瀬川 原平 の ニセ 札 
判 や チャ タレ イ 天 信康 判 な を ど 、 上 げ れ ば 幾ら で も 例 は ある だ ろう 。 し か し 、 わ た し は こ 
こ で は 美術 を 旭 造 する 創り 手 の 側 の 問題 と し て 、 い くつ か 妥 点 を 述べ て みた いと 思う 。 

わた し が ここ フラ ンス に 住ん で いて 痛切 に 感じ た こと の な か で 、 一 番 重 要 だ と 思う こと 


ーー ンー の n2m タ ーー 


は 、 わ た し 自身 の 自戒 を 込め て 茂 し く 問 う て 見 る の だ が 、 日 本 の 美術 の 作り 手 た ちの アキ 
レス 肝 は 、「 社 会 と 個 の 関係 」 が よく 見 えな いこ と で は な いか 、 と 思う 。 菊 細 氏 が その 著 
作 で 指摘 し た ご と く 、 あ の 有 有 名 を 高橋 由 一 の 「 杏 」 の 絵 は 、 “日 本 の 運命 を か け て 国土 が 
激しく 起 を 流し て 揺れ た 、 明治 十 年 の 西南 の 役 の 年 に 指 か れ ” 、( こ の 作家 は 社会 の 現実 
に は は ほとん ど 日 を つむ も っ て 、 あ る い は 夏 意 に 目 を そら し て 、 敵 々 と 一 匹 の を 描い た わけ 
だ ) そし て この 絵 が 日 本 近代 美術 史 の 嗜 矢 と 評価 され て いる の で ある 。 そ れ が 作家 の 現 美 
主義 か ら 発 し た も の で あろ う が 、 鞭 街 玉 上 主義 か ら 発 し た も の で あろ う が 、 そ の 体質 に あ 
まり に も 脆弱 な も の を 感じ る の を 止め る こと が で き な い 。 こ の 脆弱 さき ゆえ 、 和 富山 問題 が 起 - 
こっ て も 、 そ れ が 表現 の 本 質 に 関わ る 央 題 で も や りな が ら 、 多 く の 美 術 関係 者 で きえ 、 自 分 
と は 関係 の な い 出 来 事 の よう に し か 、 受け 止め る こと が で き な か っ た と いう の が 、 倍 りな 
い 日 本 の 現実 で は な か ろう か 。 

わた し は それ を 実感 し 、 ヨ ー ロ ッ パ か ら 今 で も 学び 得る キー・ ポ イン ト は 「 社 会 と 個 の 
関係 」 だ と 思う の だ が 、 そ の ヨー ロッ パ で さえ も その 致命 的 友 ヨ ー ロ ッ パ 中 心 主義 と 征 民 
地主 義 に よっ て 、 湾 岸 戦 争 で は 「 感 情 移入 な し に 」 十 万 と も 四 士 万 と も いわ れる イラ ク 人 
た ち を 爆 融 し 、 殺 誤 し て し まう 。 無論 、 多 く の 友 了 運 動 が 組織 され 、 ア ー テ ィ ス ト た ち が 
和平 の た め の 展 覧 会 を 敵 い て も 、 残 念 な が ら そ の 流れ を 変え る こと は 出来 を か っ た 。 残る 
の は し よう の な い 無 力 感 、 絶 望 感 で ある 。 この度 、 い や と いう は ほど 解っ な こと は 、 実は 、 
わた し た ちの 前 に は 見 習う べき モデ ル も 手 本 も あり は し な いと いう こと だ っ た だ た 。「 表 現 」 
の 固 題 が 、 わ た し た ち 個 々 の 存在 と わた し た ち 全 体 を お お う 社 会 と の 照 応 関 係 の 中 で の 
其 の 秋 味 を 衣 香 し て めく て ある ろう こと が 、 04029.M124 記 才 の 30 心 か 


日 近代 美 術 百 年 の 発展 の 構造 を 、 近代 社 
会 に お ける 国家 と 個 和 の 問題 と し て 検討 する 
と いう こと は 、 今 日 不可 避 の 課題 で あろ うと 
思わ れる 。 … 明 治 に お ける 近代 国家 建立 の 

“ 王 柱 " と 『 梁 と も 言う べき 天皇 制 国家 と 近 [ 
代 の 超 克 こそ が 、 日 本 の 近代 に お ける 美術 の 
ある べき 姿 を ほぼ 決定 し て いる の で は な いか 
0 

「 日 本 の 美術 に お いて は 、 民 族 意 議 の と くに 
偏 手 し た 部 分 と 、 西 洋 崇 拝 と は 互い に 台 服 し 
合っ て いる も の だ が 、 そ れ は まさ に 明治 と い 
う 時 代 に 始ま っ て お り 、 こ の よう に 思想 を 放 
揮 し て 発展 し て きた 美術 の 措 造 は 、 い つの ま 
に か 日 本 の 美術 家 の 内 綿 を も また 、 そ の よう 
に つく りあ げ て いる 。」「『 日 本 の 美術 家 の 伝 
続 ある 西洋 芸術 巡礼 の 背景 に は 、 か つて の 西 
洋文 明 に 対す る 拝 路 と 近隣 アジ ア へ の 人 衡 蔵 感 
が あり 、 ま た 、 今 日 の 美術 の 技芸 に 対す る 極 
端 な 考え 方 の ちと を た どれ ば 、 そ れ は 明治 の 
国策 の な か で 輸出 振興 の 内 兵 を つと め さ せ ら 
れ た 事実 に 行き つく の で は な か ろう か 。」 

( 菊 畑 基 久 馬 著 『 天 皇 の 美 箱 』 フィルム ア ー 
ト 社 、1978 年 ) よ り 。 ンー 
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傍聴 席 が ほぼ 埋まる 磁 況 まり で ある 。 大 半 は 
か ら 、 紀 びび 図録 が 公開 され た ら 
弁護 団 は 被告 の 浮 み 足 

も 聞こ える の どか な 法廷 

【 外 談 側 本 人 強 間 】 

[人 弁護 人 は 、 図録 の コビー や 人 破 ら れ た 断 二 を が し な が 
ら 、 作 品 が どの よう な も の で ある か を 彼 告 に 聞 明 させ 
る ] 

借 どの 点 が 問題 な の か 。 
ーー 陸 下 と 女 の 裸 が 並べ て ある の が 問題 。 私 は 、 陸 下 
に 対す る いろ ん な 人 の いろ ん な 旭 え が あっ て も 仕方 が 
な いと 思う 。 し か し 、 容 の 女 と 陸 下 を 組み 合わ せ た も 
の は 、 道徳 的 、 常識 的 に 放せ な い 。 犬 呈 陸 下 を 旧 し 
て いる 。 裸 の 女 と 陸 下 は 関係 が な い 。 見 る も 汚 ら わし 

い 、 語 う も は ば か られ る 、 誠 に 情け な い 。 公 人 と 宰 の 
炎 を 組み 合わ せる べき で は な い 。 政治 家 や 芸能 人 で あ 
っ て も し て は な ら な い 。 こ と に 、 公 \ の 機関 で ある 県 立 
近代 美術 館 で 展示 購入 し た の が 理解 に 苦し お 。 知事 は 
常識 を は ずれ て いる の で は な いか 、 知 事 の 理解 を 聞き 
た い 。 

信 神 の 女 以外 に 御 般 と か イカ の 騰 に 肛門 と か 講 い て あ 
る が 、 そ れ も い け な い の か 。 
ーー は い 。 

価 央 員 陸 下 に 対す る 考え を 聞き た い 。 
ン フ jp. 4 6 を 読み 上 げ る ] 
ーー 文化 伝統 の 委 礼 と し て 、 神 な が ら 3000 年 近く 
連綿 と し て 日 本 を \ っ て きた の は 大 早 様 だ け で ある 。 
一 般 の 家庭 で は 栄枯 盛 葉 あ る が 、 天 溝 様 だ け は 上 々 と 
受け 継が れ て きた 。 [本 の 姿 は 大 早 様 に あら われ て い 、 
る 。 天 呈 様 に 文化 伝統 が 長 わ れ て いる 。 

備 あ な た は 、 何 度 か 大 清 に 会 っ て いる が 、 大 油 の 作品 
に つい て の 送 図 は どの よう な も の と 分 える か 。 

ーー 作品 は 、 最 初 は 天堂 批判 と 言っ た も の で は な く 、 
導 夫 0 帳 分 を 振り 返っ て 大 叶 陸 下 

自分 を あて は め た 。 本 当 に 大 県 陸 下 へ の 素 貞 な 思い 

近 NEUSIPENORND る EREUS 

っ た と き に は 人 罪 の 深 さ を 知 ら な か っ た 。 小倉 に そそ の 

か され て 、 自分 の 作品 を 反 天 晶 の 思 的 な 作品 と し て 


t で も あっ た (? ) 以下 、 


[ 彼 告 作成 の バ 


ー/ ダ ヴー 


! に 央 : 義 の 械 ・ だ っ た 。 法 延 な 室温 で 、 


生 側 の 動員 。 私 達 の よう な 寿 は 少数 で 決し て 大 心地 
が いい わけ で は な い 。 今回 の 本 人 民間 で も 「 見 る も 汚 ら わし い 女 の 保 」 の 直 発 。 また 、 最後 に 検察 個 
どう する の か 、 と 問わ れ て 「 知 事 も 私 も 生き て いな い だ ろ う 」 と 証言 。 


居眠り に は 最適 条件 。 ご 台 人 の 鑑 


の 模 楼 の 抜 太 。 


0 最初 は 大 党 を 逝 す る と いう よ 


うな つも り で 、 大 呂 禄 打倒 と し て 描い た も の で は な い 
だ ろう 。 
信 天 遇 に 私 な し 、 と いう が これ は どの よう な 広 か 。 
ーー 私 が 言う の も 惑 れ 多い が 、 大 呈 迷 下 は 宙 お き て か 
ら 、 紀 る まで 、 ま た 、 繧 て いる と き で も 天下 国家 の こ 
と を 考え 、| 昌 の 壮 せ を 祈っ て いる 。 2 千 数 御 年 に わ 
た っ て 県 の 祭礼 で あり 、 帳 軸 な 間 は な い 。 この 上 
を 守る と いう 朱 張 、 こ れ が 大 呈 に 私 な し 、 と いう こと 
だ 。 
供 神 職 と し て 、 
の か 。 
ーー 本 求 は 団 じ だ 。 大 照 大 神 に つなが る の が 大 上 降下 
だ 。 祭神 を 向う こと は 、 大 旦 陸 下 を 條 う こと だ 。 陸 下 
の け 波 は 祭神 へ の 1f 沈 で ある 。 
な NO 書館 長 の 証言 を 聞い て 、 
く あ っ た と 基 え る か 。 
ーー 特定 の 、 小谷 一派 が 中 心 に な っ て 、 公 開 を 求め た 
o 大 環 が 公 開 を 求め た と いう こと だ 。 左翼 に と っ て 、 
公 の 施設 が こう し た 作品 を 持っ て いる と いう こと が 大 
事 な こ と で あっ て 、 大 き な 伝 材料 と な る 。 近代 凌 術 
館 が も っ て いる と いう こと が 、 大 き な 攻 め 材 料 に な る 
か ら だ 。 大 浦 個人 が 持っ て いて も 、 左 濾 は 騒が な い 。 
近代 凌 術 館 と いう 公 の 施設 が 持っ て いる と いう こと が 
彼ら の 本 や 機関 誌 で 取り 上 げ 、 い ろ ん な 尼 会 を と ら 
えて 、 友 天堂 宮 伝 の 材料 と し て 利 有川 され る と いう こ 
借 な ぜ 、 公 の 施設 で は いけ な い の か 。 
ーー 県 知事 は 陸 下 の 公 人 で ある 。 私 は 感 法 を 改正 すべ 
き と 考 えて いる が 、 丁 歩 譲っ つて も 、 大 品 陸 下 は 現 誠 法 
で も [ 還 家 の 放 徴 と し て [国策 を 体 虹 し て いる 。 県 は 国 よ 
り も 下 の 機 関 で ある 。 そ の 県 知事 が 陸 下 を 革 小 する こ 
と は ゆる され な い 。 現在 で は 不 区 罪 が な い 。 大 時 陸 下 
は 名 谷 赴 損 で 訴え る こと も で き な い 。 そ れ を 知っ て い 


ー 般 の 人 と 大 時 に つい て の 旨 方 は 遅 う 


公開 の 眉 力 が 澤 広 


て や る の だ か ら 、 道 徳 に 反する 。 
代 天 時 陸 下 は 日 本 の 支配 震 、 権 力 導 と 旭 え る か 。 
ーー いい え 。 天 様 は 潤 通 は 身近 に 強く は 感じ な い 。 
何 か 困っ つた と き に 、 自 分 の 両 燥 や 家 を 思い 出す よう な 
の と 同じ 存在 だ 。 国 の 象徴 と いう [本 を まもる 文化 伝 
統 を 一 号 に 背負 っ て 守っ て いる 。 われ われ 国民 が 陸 下 
を 忘れ る よう な こと も 歴史 に は あっ て も 、 陸 ドド は 恨み 
IN 神 導 祭 祀 と し て \ っ て きた 。 
天 旦 陸 下 は 時 の 槍 力 妊 と 関係 する か 。 

ーー-W4cBZfanCt 

天皇 院 『 は 日 本 RMK そ の も の か 。 
3260 
但 そ うい う 天 上 陸 下 を 甘 鞍 する こと は 許さ れ な いと い 
うこ と か 。 
ーー は い 。 
代 そ の こと を 県 当局 に 伝え た か 。 
ーー は 記 で 地 当 課長 、 教 育 衣 な ど に 語っ た 。 知事 に は 
何 度 : も 文 導 を 』 ょ いた o これ は 、 は 流 の 問 開 で あり 、j: 

肖 の 問題 で は な い 。 相手 は な に も 語 え な い 御 方 だ 。 大 
曲 隆 下 を 上 時 流す る こと は 、 我 々 の 文化 伝統 を 合 定 する 
こと だ 。_ 

県 の 担当 者 は 心 征 的 に は 私 の こと を 理解 し た が 、 井 
綿 が 踏 ぐ か ら 左 現 も 騒ぐ の で 、 交 か に し て いて 答 し い 
、 と 言っ つた 。 諾 民 が 躍 い で いる の で 、 府 蓄 は で き な い 
、 と 述べ た 。 公開 は 左 切 られ た 和 気 持 ち だ 。 

島 形 式 的 に は 法 に 触れ る と し て も 、 避 い こと で は な い 
と 考え る か 。 

ーー は い 。 

久 あ な た と し て は 、 こ の 事件 で 相当 に 大 か れる の は 誰 
だ と 券 えて いる か 。 

ーー 県 と 県 知事 が 栽 か れる べき で ある 。 

【 検 守 側 反対 末 問 】 

支 還 会 図書 館 で は 公開 され て いる が 、 何 か 働き 掛け を 
し た か 。 

ーー 電話 を し た 。 陸 下 を 革 渡 する の が [国会 図 書館 の 仕 
事 か 、 と 聞い た 。 閲覧 させ て いる と いう の は [ 還 家 公務 
員 と し て 恥ず べき こと だ と ,i つ た 。 私 が 見 た いと いっ 
た ら 見 せる の か 、 と 聞い た ら 「 人 ルル に は 見 せな い 」 と 
つた 。 


。 衣 国 会 図書 館 の 図 人 は どう する つも りか 。 


全 ー 公 開 茜 止 に する つも り だ 。 
衣 [ 還 会 議 具 に 会 つた か 。 


ーー 件 の 後 で 会 っ た 。 そ の 昔 に は 、 小 財 子 を 作っ つた 


と き に 県 出身 の 国会 議員 に 送っ た 。 

雄大 油 が 小谷 利 丸 に そそ の か され た 、 と いう の は 推測 
か 。 

ーー 推 潤 だ 。 大浦 は 、 計 環 の 人 達 か ら 読 い が あ っ た と 
述べ て いる 。 市 民 の 会 は 計 選 だ 。 

衣 今 後 凶 録 が 公開 され た ら ど うす る か 。 

ーー 私 も 知事 も 生き て いな いか も 知れ な い 。 

大 知 四 (が 生き て いな いと いう の は どう いう こと か 。 

ーー 神 の みぞ 知る 。 知遇 は 南 任 を 取ら ね ば な ら な い 。 


知事 は 逆 賊 、i 隊 だ 。 


ささ 三 
ぶ 

に 0 村 h う 失 

県 に よる 器物 損 衣 で の 千 発 は 、- 見 する と 表現 の FI 
山 の 公 守 へ の 成 し い 座 努 の よう に みえ る 。 県 と 図 災 館 . 
は 彼 宮 痢 の 立場 を 演ずる こと に よっ て 、 上 世論 に 県 が 胡 
思 の 自 山 を な い が し ろ に し て いな いと いう こ と を 印象 
づけ る こと に な っ た こと も 事実 だ 。/ し か し 、 は た し て 、 
そう 言え る だ ろう か 。 図 店 敵 ![ で 4 ペー ジ ほ ど 林 が 破 ら 
れる こと は そん な 大 上 事件 で は な い は ず だ 。 不 心 得 難 が 、 
必要 な ペー ジ を 拓 仙 す る と いう こと は 図書 館 の 越 半 管 
理 上 の 錠 常 の リス ク と コス ト と し て 婦 虚 さ れ て いる こ 
と で は な い だ ろ うか 。 きしろ 、 県 が 法 的 な 処分 に 訴え 
た こと の 方 が 、 異 例 で ある 。 むし ろ る 、 県 が まず な に よ 
り も 「 表 現 の 目 山 」 を 王 張 する の で ある な ら ば 、 作 品 
と 図録 の 公開 を 決定 すべ き な の だ 。 そ う せ ず に 、 図 録 
を 餅 っ た 人 物 を 女 測 し よう と いう の は 、 単なる 体面 と 
体 城 を 締 う 演技 に 過ぎ な い 。 非 公開 と いう 度 を 棚 に 

上 上げ て 、 科 省 然 と し て 悪 細 な 東 件 を 大 下 疲 に 川 理加 
作 と する 態度 に は 慎 り すら 感じ る 。 そもそも こう し た 
事件 が 起き て し まう の は 、 非 公開 と いう 措置 を と っ て 
いる か ら な の だ 。 私 は 、 こ の 合 濁 と は イデ オロ ギー も 
立場 も 全く 異な る が 、 彼 が 成 測 に 処 せら れる こと に は 
和 細 本 の 
の 

6 月 1 3 日 ( 木 ) 午後 1 時 半 よ り 。 党 山 則 。 提 介 に 
な る 可能 竹 が 高い の で 、 一 時 前 に 1 は 必ず 地表 用 由 
に 集合 。 論告 求 風 と 最終 借 薄 の 予定 


マグ ダレ ー ナ ・ ア バカ ノヴィ ッ チ は 、1930 人 年 生 
まれ の ポ ボーランド の 女人 性 の アー チ ス ト で ある 。 彼女 の 
作品 は 、 大 きい 、 そ し て 彼女 の 歴史 が 作品 に 深く 刻 国 


され て いる と いう こと で 言え ば 、 彼女 が ポー ラン ド 
まれ で ある と いう こと と 、 女 性 で ある と いう こと の ど 
ちら を 抜き に し て も 成り た な い 作品 で ある 。 今回 の 
服 臣 会 は 、 大 きく 分 ける と 、「 ア バカ ン 」 と タイ トル 
され た 縦 3 は メー トル 近く も ある 椅 円 形 の 麻 の 織物 を 多 
数 天井 か ら 吊 る し た 作品 、「 胎 生 」 よ ば れる 卵 状 の 大 
きい も の で は 人 則 の 喘 休 ほ ども ある 麻布 の 袋 の な か に 
縄 や 木綿 ガー ゼ な ど を 詰め た も の が 大 旗 に 積み 上 上 げ ら 
れ た 作品 、 そ し て 「 魚 数 」 と か 「 背 中 」 と 題 さ れ た 人 
体 の 型 を 訂 調 で 取っ て これ ま た 多数 並べ た 作品 、 そ し 
て 「 輪 と ロー プ 」 と いう 上 直径 2 メー トル 位 は ある 木製 
の 「 輪 」 (ケー ブル を 益 き 付け た りす る の に 使う よう 
な 巨大 な 糸 傘 き の 織 な 形 を し て いる ) に 太い ロー プ が 
或 げ られ た も の 、 上 Fi 大 な 木 の 幹 と 金属 を 組み 合わ せ た 
「 間 欠 ゲー ム 」 大 き な 作 品 は この 位 だ が 、 そ の ほか に 
つ か の 比較 的 小さ な 彫刻 作品 が 展示 され て いる 。 
彼女 の 作品 は ほとん ど が 映 体 の メタ ファ ー で ある 。 
し か も 、 英 体 は 全体 を 表現 され る こと は な い が 、 か と 
いっ て 物 人 に 切断 され て 利用 され る と いう も の で も 
な い 。 有機 的 な 身体 の 部 分 に よっ て 全体 が 表 銀 され る 
。 そし て 彼女 の 作品 は 、 あ る 種 の 「 繰 り 及 し 」 に よっ つっ 
て 環 詳 に 一 定 の 「 惑 味 」 を 付 准 させ て 紗 く と いう 令 回 


用 フー ラベ フィ ブン グイ ン ッ ン デ テ デル 


| 職 呈 2 の シン と ジン バ イ アーム の 〆〆 婦 の ) 
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の も の が 多い 。「 繰 り し 」 と いう 点 で は ある 穂 の シ 
ミュ レー ショ ン だ が 、 シ ミュ レー ショ ン ・ ア ー ト に つ 
きも の の 「 デ ジタル 感覚 」 は 全く な く 、 む し ろ ひ と つ 
ひと つが 強烈 な 個 竹 を 王 張 し 、 収 り 圭 えのき か な いそ 
の も の に 固有 有 の 位 丁 を 土 張 する 。 多分 、「 ア バカ ン 」 
で あれ 「 胡 染 」 で あれ 、 ひ と つ ひ と つの 位置 は 、 彼 女 
に よっ て し か 決定 し えな いも の に 違い な い 。 と すれ ば 

、 し ろ 、 シ ミュ レー ショ ン に 対す る 強烈 な アン チ テ 
ー ゼ だ と 語 う べき だ ろう 。「 立 体 的 な 織り の 形態 は 、 
生活 と アー ト の 体系 化 に 反対 する 私 の 抵抗 で ある 」 と 
いう 表現 の 中 に も その こと が 上 表 わ れ て いる 。 

「 ア バカ ン 」 は ら か に 女性 の 性 准 の メタ ファ ー だ 

と 思え る も の を も つ 。 大 く か ら 見 る と 、 く 問 感 も 便 
い 感 じ な の だ が 、 近づく と 織物 の 茶 ら か な 質感 が は っ 
きり と わか り 、3 メ ー ト ル も ある 性 器 の 洋 れ の な か で 
、 縦 に 入れ られ た 多 介 の 帆 に の みこ まれ て し まう (の 
みこ まれ た い ? か も し れ な い ) 気分 に な る 。 セゾン 内 
術 館 で は 、「 ア バカ ン 」 の スペ ー ス の 蜂 胃 が か な り 落 
と され て いた の で 、 余 計 そ うし た 包 分 に な る の か も 知 
れ な い 。 

「 長 数 」 や 「 普 中 」 は 全く 逆 の 上 象 だ 。 細 体 の 外面 

だ けが か ろう じ て 残 され た ある 種 の ミイ ラ 状 の 状態 に 
お か れ た 人 体 が 並ん で いる 。「 共 中 」 は 座っ て 背中 を 
こち ら に 見 せる 栓 好 を し て いる が 、 文 子作り 背中 し か 
な く 、 顔 も 土足 も な い 。 「 詳 数 」 は 送 に こち ら を 四 い 


は いる が 、 背 中 は な い 。 その ほか に 座る 人 体 も ある 


うこ と で ある 。 そ し て 、 細 体 は 着 せ て 、 麻 の 牙 上 上 色 と 
澤 い 折り が さら に 身体 を 表記 させ て 見 せる 。「『 背 中 
」 は まる で 人 生 の 量 み の すべ て を 彼ら が 一 身 に 音 負 い 
、 机 え て いる か の よう に みえ る 。 こ れ ら は 、 ボ ポー ラン 
ド の 歴史 ーー ナチ ス と スタ ー リ ニ ズム の 吉 導 一 と い 
う 文 派 の な か を 生き て きた 彼女 と 租 縁 で は な い は ず だ 

(彼女 は 、 も ちろ ん そう し た 「『 解 選 」 を 償 定 し な い 
. が 、 か と いっ て それ の み の 「 解 釈 」 を も 皇 定 し な い 、 
その 上 味 で 彼女 の 作品 は 「 開 か れ て いる 」ー 一 多分 そ 
れ が 社会 土 義 リ アリ ズム の イデ オロ ー グ た ち に は 父 に 
人 ら な か っ た の だ ろう ) 
| 大 な 木 の 員 の 端 に 鉄 の 鞭 が は め 込 まれ 、 そ れ は 王 足 
| を 切断 さ れ た 喘 価 が 居 足 や 人 打 の よう な 非 有 機体 に よ 


っ て 人 断面 を 補完 され て いる 状態 と 量 な る 。 ある い は 、 
有機 体 的 な 身体 が 金属 に よっ て その BiHHL を 是 じ られ て 


いる と も いえ る 。 
アバ カノ ヴィ ッ チ の 方 法 は 、 決し て 社会 的 な テー マ 


が 、 こ れ ら 何れ に も 共通 し て いる の が 、 上 が な いと 庄 


「 章 独 ゲ ー ム 」 も そう だ 。 Ei 


に 対し て スト レー ト で は な い 。 それ は 、 ポ ボー ラン ド の 
権 成 王 の 体 油 の な か で 彼女 が 生み だ し て きた 表現 の 
方 法 の 結果 で ある の か も 知れ な い 。 し か し 、 む しろ そ 
の こと に よっ て 、 作品 は 私 達 に その 「 解 秋 」 の 決定 権 
を 委ね 、 還 時 に 私 達 に 「 問 う 」 の だ 。 その 記 味 で 、 彼 
女 の 作 品 は 私 た ち が 受 け 英 で いる こと を 反 償 する 。 関 
SS の SI 
に 和書 れる こと は 許さ れ な い 。 これ は 、 彼女 の 作曲 に 
演 SS COREPPID ET の 
カン 」、 冷 た い 金 属 に よっ て 感じ られ る は ず の 「 翌 外 
ゲー ム 」 の 「 た さ 」、 し か し 黄 術 館 の 測度 は た だ 純 
粋 に 「 観 る 」 こと を 私 六 に 眉 求 する 。 (5/6 ま で 、 
東京 池袋 セ ソン 美術 館 、 その 後 滋賀 県 滋賀 県 立 医 術 館 
、 水 戸 : 会 術 人 (、 広 全市 暴 代 美術 館 を 政 回 ) 


物 当 和 時 + 暴 巻 隆 ラ イヴ at free space L 

サッ クス の 梅津 と パー カッ ショ ン の 風 巻 と いう 組み 合わ せ は 、 贅 沢 で ある 。 
ビ ピンク の ラメ の スー ツ に 坊主 頭 の 梅津 、 フ ウー に ビン ボー な 風体 の 典 巻 と いう 
組み 合わ せ は 、 一 見 奇 始 だ が 、 共 通 点 は 、 彼 ら の 楽器 が 高級 で は な いよ うに 見 
える と ころ で 、 こ れ が ミリ ソ 。 梅津 の サッ クス は 生 び た 真 虹 色 で 、 風 巻 の 道中 は 
ほぼ 手作り に 近い 。 人 送 具 は 選ば ね ば な ら な い が 、 全 か けり ゃ いい っ て も ん で は 
な い 、 と いう 見 本 の よう な も の で あっ た 。 そ し て 、 使 い 込 まれ て いる 分 だ け 道 
具 は 確実 に 身体 の 延長 と し て な っ て いる 。 

ぼく 個人 と し て は 、 二 曲目 の E1 Puebro Unido Jamas Sera Vencido か ら ノ レ 
た 。 こ の 曲 は (彼ら 演 秦 し た 曲 の 名 前 が 全部 わか っ た わけ で は な い )、 か つて 
の 曲 馬 館 一 風 の 旅団 の テー マソ ング の 位置 を し め て いた も の で 、Aー 玉 US8 エ 
氏 が 好 ん で 演奏 し て いた も の だ 。 こ の 曲 を 聴く と ぼく は 無 柔 件 で 感 勤 する の で 、 
誰が 渡 奏 し て も 同じ な の か も し れ な い が 、 久 し ぶり に 聴い て や は り 感 動 す る の 
だ っ た 。 こ れ を 二 曲 目 に や っ た の は 正解 。 

風 巻 は 、 バ ス ド ラ と 椅子 を 縄 て 結ん で 、 ド ラム の 上 を 足 で 押さ えて 徴 妙 に 音 
の バラ ンス を と る 。 手持 ちの ドラ ム と シン バル を 接 航 さ せ て 振動 の 連用 を 利用 
し て か が なり 穴 雑 な 音 を 出す 。 ノ イ バ ウ テン ば ぽい 建 質 の ノイ ズ が から か な りや わら 
か な 「 た いこ 」 の 音 まで 自在 に 出 て くる 。 こ うし た 「 音 」 の コン ポジ ショ ン は 
ちょ っ と ほか が に は な い 。 も し 、 現 場 を 鈴 て いな いと すれ ば 、 ど う や っ て 音 が 出 
て いる の か 想像 が 難し いか も し れ な い 。 変 拍 子 で 、 リ ズム は 一 定 し な い が 、 身 
体 の 延長 に 出 て くる リズ ム な の で ノレ る 。 こ れ は アナ ロク の 特 棒 的 な 世界 だ で 
あっ て 、 コ ンピュータ に は や れ な い 芸 当 で ある 。 (し か し 、 例 の ファ ジー っ て 
や つ で コピ ー が 可能 か が も し れ な い 、 ウ ー ム ) また 、 梅 津 と の 関係 も 計算 され て 
お り ( 必 巻 は いつ も 考え て いる よう に 見 え 、 何 も 考え て いな いよ うに 見 える 梅 
津 と 好 対象 、 で も ほん と は 逆だっ た り し て ) サッ クス と は 衣 張 開 係 の 衝 が 切れ 
な い 程 度 に 巧妙 に 緒 み 付い て いる 。 こ の あたり の 配慮 は 、 只 巻 の 人 柄 と し か が 天 
いよ う が な く 、 も し か な り 自 分 勝手 ひ せ プ レイ ヤー な ら ば 、 デ ュ オ と ソロ と で 区 
別 が つか な いこ と に な りか が ね な い 。 ラ イヴ の 後半 に ソロ を 彼ら は 一 曲 づ つや っ 
た が 、 明 ら か に 、 風 巻 の ソロ は デュ オ と は 違う の で ある 。 こ の 日 の アプ レイ で は 、 
この ソリ H が 一 番 良かっ た 。 

サッ クス 吹き は 、 パ ー カ ショ ニス ト に 比べ る と 不利 で て ある 。 アン コー ル で 即 
鍋 的 余興 を や っ た と き 、 梅 津 が ビー ル 缶 の 入っ て いた ダン ポー ル 親 を パン パン 
た た いて 会 場 に 入っ て きた と き は 「 オ ヤナ ニ ガ ハ ジマ ルカ 」 と 期待 し た が 、 結 


局 巻 の パー カッ ショ ン と 上 編 音 に な す 術 も な く 、 や は り サ ックス を 吹く の で あっ 庄 識 
た 。 サ ックス は いく ら 分 解 し て も サッ クス 、 コ ッ プ の 中 で 吹い て も 、 マ ウス ピー 


ス を 外し て も サッ クス だ が 、 パ ー カ ッ シ ョ ン は 輪郭 の は っ きり せ ず あく まで も 
道具 的 で あり 、「 楽 器 」 と は 思え な い 。 こ の 違い が 大 きい の だ 。 

押 巻 の パー カッ ショ ン は トム ・ コ ラ の チェ ロ を 思い 出さ せる 。 パ ー カ ッ シ ョ 
ン は 自然 音 に 近い がら 「 音 」 の 住 域 を 拡げ られ る 可能 性 は まだ まだ ある 。 サ ッ 
クス な どの 「 楽 器 」 は 進化 の 極限 を 経験 し て お り 、 フ リー ジャ ズ の スタ イル を 
域 す の は 容易 で は な い 分 だ け 、 こ れ か ら 先 難し いと ころ に き て いる 。 (実は こ 
こ 1 5 年 仁 、 ず っ と そう し た 状況 な の だ が ) テー マラ イン プロ ヴィ ゼー ショ ン 
っ う テ ー マ と いう 「 枠 」 は も うい ら な い の で は な い だ ろ うか 。 と いう わけ で 、 ぼ ば 
く は 、 風 巻 の レコ ー ド 「143 LUDLOW ST. NYC」 を 買っ て 帰っ た の だ っ た 。 お客 
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さん は た くさ ん 来 て いて 盛況 だ っ た し 、 ノ リ も よかっ た 。 6 月 末 に は 、 あ の 
「 貞 人 」 が 来る そう だ 。 こ りゃ 、 大 変 だ 。《 ひ ) 
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マ ノ ・ ネ グラ の 『 キ ング ゲ ・ オ プ ・ ポ ボンゴ 』 、 チ カ ソ ー・ マ ッ ド ・ パ ピー ズ の 
『8 ト ラッ ク ・ ス タン プ 』 そ し て ジー ザ ス ・ ジ ョ ー ン ズ の 『 ダ ウト 』 と ゆー ト 
ライ アン グル の な か で ほぼ ーー 日 の 仕事 が 進行 し て いる の だ が 、 仕 事 が 詰まっ て 
き て 、 締 め 切 り だ の 何だ の と スト レス が 高まる に し た が っ て 、 ア グレ ッ シ ヴ で 
他人 に は ナイ ショ に し た く な る よう な 音 が 欲し く な る 。 サウ ンド ・ ド ラッ グ な 
ん ちゃ っ て 。 去年 の 後半 は 、 そ 一 ゆー こと で ほとん ど ラ ー ド の お 世話 に な っ て 
いた の だ 。 ラ ー ド と いっ て も わが か ん な い が も し れ な い が 、 今 流行 っ て いる の は 
ライ ド と が か ラーズ と か の 音 の うる さい か わい い 男 の 子 バ ンド 。 ぼく の 言っ て い 
る の は それ と は 違う 。 ラ ー ド と いう の は 、 デ ッ ド ・ ケ サ ネ ディ ー ズ の ジェ ロ ・ ビ 
アフ ラ の プロ ジェ クト 。 星 年 リリ ー ス され た 『 ザ ・ ラ スト ・ テ ンプ テー ショ ン 
-・ オ プ ・ ラ イド 』 の な が か の と り わ け CD 版 に し か 入っ て いな い 「 俺 は お まえ の 
時 計 だ 」 と いう 1 5 分 30 秘 の 大 作 は 、 時 間 に 支 配 さ れる 社会 へ の 批判 を ドラ 
マチ ッ ク に 展開 し た スゲ エ も ん で あっ た 。 ラ ー ド の 音 は 、 ド ラム と ベー ス の 藻 
音 と スピ ー ド に 特徴 が あり 、 リ ディ ア ・ ラ ンチ の 『 ス ティ ンク ・ フ ィ ス ト 』 の 
クリ ント ・ ル ー イ ン の ドラ ム に 近い か が も し れ な い 。 (あっ 、 余 計 わ か ん な いか ) 

で 、 今年 も ラー ド と 思っ て いた ら 、 ビ アフ ラ は な ん と カナ ダ の パン ク バ ンド 、 
リー ミー ンズ ノー と 組ん で 「 空 が 落ち る 、 マ マ 助 け て 」( と で も 訳す ん だ ろう 
か ) と いう タイ トル の アル バム を 出し た 。 定 頭 の タイ トル 曲 は 、 地 球 の 周り を 
回 る 原子 炉 衛星 が いずれ オシ ャ カカ に な っ て つぎ つぎ と 地上 に 降っ て くる 、 そ 一 
ゆー コワ イ 時 代 に 生き て ん だ ぞ 、 と いう 歌 で ある 。 二 曲目 が 「 イ エス は テロ リ 
スト だ っ た 」 と いう 曲 で 、 テ ロリ スト ・ イ エス の 志 を 悪用 し て 人 金儲け する テレ 
ビ 伝道 師 批判 の 曲 。 そ の ほか 、 遺 伝 子 操作 や 生命 管理 、 食 品 の 放射 線 曲射 を 批 
判 し た 「 シ ャ ー ク ス ・ イ ン ・ ザ ・ ジ ェ ー ン ・ プ ー ル 」 な ども ある が 、 圧 巻 は 
「 神話 が 現実 -- さ あ 、 食 お う ぜ 」 と いう 最後 の 曲 。 パ トリ ッ ク ・ ヘ へ ヘンリー は 
「 我 等 に 自由 を 、 し か ら ず ん ば 死 を 」 な ど と キザ な こと を 言っ て 立派 な り リベラ 
リス ト と 思わ れ て いる が 実は 6 5 人 も 奴隷 を も っ て いた と か が 、 ア メリ カ の 巨大 
資本 、 デ ュ ポ ン と か リー バイ ス な ど を 名 指し で 批判 し て いる 。 ア メリ カ の 神話 
に 対す る 批判 と し て は 、 具体 的 で 分 か りや すく 、 し か も 、 歌 詞 カ ー ド に は 注 が 
つい て いて 、 も っ と 知り た い 人 の た め の 本 が 紹介 され て いる 。 だ か ら 絶 対 に メ 
ジャ ー の ルー ト に は 乗ら な い 内 容 で ある し 、 国 内 発売 も な いと 思う 。 こ うし た 
作品 が で きる の も 、 ビ アフ ラ が 「 オ ル タ ナ ティ ヴ ・ テ ンタ クル ス 」 と いう 彼 自 
身 の レ ー ベ ル を 持っ て いる か ら だ 。 制作 の 自由 を 与え て も 流通 で 干す と いう の 
が 資本 主義 の 検 開 の シス テム だ か ら 、 レ ー ベ ル と 独自 の 流通 ルー ト を 持て る か 
どう か が は ミュ ー ジ シャ ン と し て は 重要 な こと だ 。 し か が し 、 音 の 追 力 と 内 容 の ひ 
ね り で は や っ ぱり ラー ド の 方 が よかっ た 。 ド ラム と ギタ ー の 雑音 度 で 圧倒 的 な 
差 が ある の だ 。 と は いえ 。 比較 的 お と な し い の が 好み な ら ば 、 ザ ・ ス カイ … の 
ほう が いい か も 。 こ れ っ て 、 ビ アフ ラ の エコ ロジ スト へ の 配慮 な ん だ ろう か 。 
(Alternative Tentacles,YIRUS 85CD, が ィ 42・ ビ ー ト に 注文 すれ ば 入手 可 )(O ) 
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コレ クシ ョ ン ・ 満 口 修造 第 六 巻 『 映 像 語 』 (みす すず 書房 ) 

日 本 の シミ ご ル じ アリ スム 運動 を 葉 知る うえ で 、 欠 か せな い 存 在 で あり 、 富山 
県 立 近 代 美術 館 が 2 0 世紀 の モダ ン ア ー ト に 焦点 を あて た ユニ ー ク (だ っ た ? ) 
な 美術 館 と し て 出発 し た きっ か け を 「 彼 の 世 」 か ら つ くっ た 人 物 、 そ れ が 瀧口 


、 で ある 。 瀧口 の 著 任 集 の 第 一 同 目 の 配 本 が この 『 映 像 論 』 。「 写 真 の 神話 前 


覚 」 と 題 され た 前 半 と 「 称 の 映画 体験 」 と 題 さ れ た 後半 、 それ に 瀧口 が 敗 漁 直 


全 自 ら そ の 抽 作 に 関わっ た 映画 『 北 京 』 の シナ リオ 簡単 お コメ ント が に 


掲載 され て いる 。: 8 

瀧口 は 、 写真 に お ける 主 欠 一 客 谷 問 題 へ の こ - だ わり を 「 色 の ある 写真 ・ 色 の 
な い 写 真 」「 写 真 の 表現 に つい て 」「 報 道 写真 と 芸術 写真 」 な ど で み せ て いる 。 
最近 の 写真 論 の 展開 や 、 写 真 は 私 小説 で て ある と いう 惑 木 経 槍 の よう な 写真 家 の 
存在 に よっ て 、 彼 の 批評 の 軸 は 確実 に 過去 の も の と な っ た 。 むしろ 、 今 読ん で 
も 興味 深 か い の は 、 ア ッ ジ ェ 、 ス ティ ー グ リッ ツ 、 ナ ギ 、 な どの 作家 論 で ある 。 
ステ ィ ー グ リッ ツ (あの デュ シャ ン の 「 便 器 」 の 写真 を 撮っ た 写真 家 ) や ギャ 
ラリ ー291 の 「 運 勤 」 は 、 ア メリ カ の 文化 ラディ カリ ズム の 源流 に あり 、 瀧 
口 の 着眼 点 は 今 で も 古く は な く 、 も っ と 論じ られ て よい も の だ 。 

映画 論 て は 、「 抽 象 映画 」 や アヴァ ン ギ ャ ルト 映画 に つい て も 似 た よう な 

と が 言え 、 北 詳 の 書か れ た 時 代 の 新鮮 さと 爺 き を 私 悦 が 共有 で き な い 間 立 ち が 
先 に た つ 。 そ れ は 、 私 が プ ニ ュ エル の 「 ア ンダ ルシア の 犬 」 な どの 映画 を 満 
れ た ビル の 一 室 や バリ ケー ド の 教室 で 鈴 た も の が 、 今 や 教科 書 の な か に 現われ 、 
バイ カル チャ ー に 組み 入れ られ た こと へ の 茶 立 ちと 香 な っ て いる の か も し れ な 
い 。 こ の 茶 立 ちの 資 任 を 芸術 や 制度 の 側 に 押し つけ る こと は 移し く 、 待 々 に し 
て 個人 の 無力 さと いう 口実 に 逃げ 込む こと で 片付け て し まい が ち だ 。 こ うし た 
感覚 は ノスタルジー で ある こと は 否定 で き な い 。 し か し ノスタルジー は 、 ア ヴァ 
ン ギ ャ ルト と は 無縁 で ある し 、 創 造 前 行為 と も 無 緑 で ある 。 

瀧口 は 「 私 の 映画 体験 」 の な か で 、 次 の よう に 語っ て いる 。「 第 一 次 [前 衛 
映画 の 波 ] (1920 年 代 ) の と きも た し か 日 比 谷 公会 堂 の 内 外 を アゴ ヒモ を 
つけ た 警官 に 私 服 が が と り ま いて いた こと を 覚え て いま す が 、 こ の と き [19 
4 0 年 すす] も あれ は 本 卿 の 森永 が 明治 の 二階 で て し た ね 、 ぼ く た ち の (アヴァ 
ン ガ ルド 芸術 家 ク ラブ ) が 主催 し て マン ・ レ イ の (ひと で ) ほか を 数 本 上 映し 
よう と し た ちこ ろ 、 本 富士 署 か ら 模 槍 が 出 て 、 ぼ く が 特 高 の 刑事 に いろ いろ 説 
明 し た けれ ど つ い に 不 許可 に な っ た こと が ある の で す 。 太平 洋 戦争 間近 の 頃 で 、 
当時 は あん な 前 衛 映 画 で も 警 狐 され た ん で す 」 そ し て 、 こ れ に つづ け て 滴 ロ は 、 
「 つ く づ く 思 う の に 、 "アヴァ ン ギ ャ ルド ” と か “前 衛 " と か いう 言葉 も 『 芸 
術 ” と いう 言葉 と 一 緒 に 手垢 の つい た 仕様 の な いも の に な っ て し まい まし た よ ! 
」 と 「# 」 印 付 で 語っ て いる 。 芸術 の 無力 さ は 、 こ うし た 状況 に 立ち 会 っ た と 
き に 、 そ の 状況 に どの よう に 抗う か と いう 意志 の あり 様 の な か で し か 言え な い 
こと だ 。 そ れ 以外 は 単なる 言い 訳 で ある 。 と いう わけ で 、 こ の 垢 ま みれ の 言葉 
が 博物 館 入 りす る と と も に 、 警 宗 も 姿 を 消し 、 私 達 は 芸術 の 「 仕 様 の な い 」 自 
由 を 誤 残 し て いる と いう わけ だ 。〈(O0) 


